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(や アイ ニアン colas【 の ) 


この 「GRAPHSAURUS] は “操作 隆 " と いう こと に 
一 番 の 重点 を 置い て 制作 る ろ れ て いて , 操作 に 支 議 の で る 
装飾, 機能 等 は びき る 限り 排除 し まし た 。 を その 結果 , 機 
能 の 面 で は 16 ビ ッ ト 機 に 一 歩 ゆ ずる と し て も , 操作 面 に 
関し て いえ ば 全く 《 引 け を と ら な い 出 来 に な っ た と 自負 し 
て お り ま す 。 

し か し , ここ で 言う 「 操 作 邊 が 良い 」 と は 「 簡 単 だ ] と 
いう こと で は あり ませ ん , 「 使 いや すい 」 と いう 意味 で す 。 
で きる だ け 描 画 画面 が 隠れ な いよ うに ウィ ンド ウ を 小さ 
くし た り , パ パレット まで カー ソル を 移動 きせ る こと な く , 
画面 か ら 右 クリ ッ ク で 色 が 拾え る 等 , アイ ディ ア も 機能 
も 豊富 に も りこ まれ て いま す 。 その た め に も マニ ュ ア ル 
は 良く 読ん で 下る い 。 使い込む ほど に 「 操 作 陸 ] の 良き 
が わか っ て いた だ ける で し ょ う 。 

今 ま で コン ピュ ー タ イラ スト に 挑戦 し て , 操作 の 余り の 
繁 雑 さ に 挫折 し て きた 方 も ,。 この ツー ル で ユン ピュ ー タ 
の 世界 に 親しん で 頂け れ ば 幸い で す 。 





梱包 内 容 
@「GRAPHSAURUS] に は 次 の も の が 入っ て いま す 。 
御 確 認 下さ い 。 


1 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 1 枚 

2 「 ユ ー テ ィ ー リ ティ ー デ ィ ス ク 」 1 枚 
3「 取 り 扱 い 説明 書 ] 1 司 

4 「 ア ン ケ ー ト ハガキ 」 1 枚 


⑤ ア ン ケ ー ト は が き は ユー ザー 登録 の 手続 き を 兼ね て い 
ます 。 住所 氏名 等 は 正確 に ご 記入 下さ きい 。 ユ ー ザ ー 登 
録 が な され て いな い 場 合 の ディ スク 修復 , バー ジョ ン 
アッ プ 等 は 引き 受け られ ませ ん 。 

@ 万 一 , 不足 品 や 不良 品 等 が あっ た 場合 に は , お 手数 で 
す が 下 記 の ユー ザー サポ ー ト まで ご 連絡 下 $ い 。 ま た , 
シス テム デイ スク を 過 っ て 壇 し て し まっ た 場合 に も 
シス テム ディ スク と 修復 金 2000 円 同封 の 上 , ユー ザー 
サポ ー ト まで お 送り 下さ い 。 故意 に よる 破損 を 除き 修 
復 致 し ます 。 


〒151 東京 者 淡 谷 区 千駄ヶ谷 3 一 8 14 
東 久 パレ ス 神 宮 401 
株 式 会 社 ビッ ツー「 ユ ー ザ ー サ ポー ト 」 係 





PREPARATION 





PREPARATTON 


Io レト: ニ 昭 レッ トコ = 


[GRAPH SAURUS] を 使用 する だ め に は 以下 の ハ 


ー ド が 必要 で す 。 


本 体 
MSX2, 2 十 (RAM64K/VRAM128K) 
キー ボー ド , ディ スク ドラ イブ 1 つ は 必ず 必要 で す 。 
ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス 
MSX 用 マウ ス , ジョ イ バ パッ ド , 又は キー ボー ド 。 
モニ ター 
アナ ログ 21 ピ ン RGB モニ ター, 又は 通常 の テレ ビ 。 
(RF か ビデ オォ 入力 で つなぎ ます ) 
プリ ンタ ー (プリ ント アウ ト す る 場合 に は 必要 ) 
FS-PC1 じゃ ナ ソ ニッ ク ), HBP-F1C ( ツ ニ ー), 
PC-PR801(NEO), 他 . アナ ログ 21 ピ ン 入 力 の ある 
ビデ オプ リン ター。 
ビデ オデ ジ タ イ ザー (ビデ オォ 画面 を 取り 込み た い 場合 
に は 8 必要) 
HBI-V1 ( ツ ソニー) 


バイ ス に は 電 非 「 マ ウス | を ぉ 使い 下さ い 。 ジ ョ イ 
パッ ド や キー ボー ド で も ご 使用 に は な れ ま す が , 操作 
性 が 悪く と て も 御 使 用 に 面 を ませ ん 。 ま だ マウ ス を お 
持ち で な い 方 は , 基 非 購入 する こと を お 勧め し ます 。 


念 同様 の 理由 で モニ ター に は RGB 入力 の ある 物 を お 使 


い 下 さい 。 ビ デオ 出力 や RF 出力 で は , 色 化 け や に じ 





みて 綺麗 な 色 が 出 ず , イラ スト を 描く 等 は と て も 出来 
な いで し ょ う 。 又 , ディ スク も 2 ドラ イブ あれ ば , デ 
ィ ス ク 入 れ 替 え の 類 わし る も な く グ ラフ ィ ッ ク に 集中 
で きる と いう も の で す 。 勿論 1 ドラ イブ で も 御 使用 に 
な れ ま す ) 


1 や シン ルニア ンジ ン イ 5! の volo 


ーー ペル テム 



























これ か ら 行なう 作業 の 内 容 を 保存 きせ る た め に , あ ら か じ め ユ ー ザ ー デ ィ ス ク (3.5 イ ンチ 2DD 
ディ スク を FORMAT し た 物 ) を ご 用 意 下 きい 。 

お 手持 ちの ユー ザー ディ スク が な い 場 合 は , 市 販 の 2DD 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 購入 
し , MSX-BASIC 上 で FORMAT (初期 化 ” し て 下 き い 。 


FORMAT (初期 化 ) の 方 法 


1 MSX-BASIC を 立ち 上 げ ま す 。 (内 蔵 ツ フト の ある 場合 は 切 に し て 下さ きい 。) 

2 用 意 し た 3.5 イ ンチ 2DD の ディ スク を A ドラ イブ に 入れ , 下 の 文 字 を 入力 し て 下さ きい 。 
呈 CALL FORMAT 

どちら の ドラ イブ か を 聞い て きま す の で (※1 呈 ) A と 入力 し て 下 き い 。 

1DD の ディ スク か 2DD の ディ スク か を 聞い て きま す の で (※ 2 ) 2 と 入力 し て 下さ きい 。 
何 か KEY を 入力 し て 下さ る い 。(※3 テ ) FORMAT を 開始 し ます 。 

Format completed と 表示 る れれ ば FORMAT の 終了 で す 。 

(あら か じ め 何 枚 か FORMAT し て , ユー ザー ディ スク と し て お 使い 下さ い 。) 


Ok 
きき CALL FORMAT 
(※1 き ) Drive name ? (A, B) A 


1 一 1 side, double track (と より 表示 内 容 が 異な *) 
2 一 2 sides, double track  \ 場 合 が あり ます 。 


(※2w) 2? 2 
Strike a key when ready 田 





マ ウス を ご 用 意 下さ い 


グラ フサ ウル ス の 性 能 を 十分 に 味わっ て いた だ くだ め , マウ ス を ご 用 意 下さ 


パッ ド や キー ボー ド で も ご 使用 に な れ ま す が , 8 方 向 に し か 線 を 引け な いた め , 自由 な 絵 を 
〈 事 は 難し いと 思い ます 。 又 , マウ ス を お 持ち で な い 方 は ぜひ ご 購入 する 事 を お 勧め し ます 。 


絹 マ ウス に つい て 


圏 マウ ス を 机 の 上 な ど 平 ら な 面 で 動か す と , それ に つれ て 画面 上 


ま すず 。 


田 マ ウス に は 左 ボ タン と 右 ボ タン が あり , ボタ ン 
を 押す 事 を それ ぞ れ 「 左 クリ ッ ク 」・「 右 クリ ッ 
ク 」 と 言い ます 。 又 「 ダ ブル クリ ッ ク 」 と は 
マウ ス を 動か きず に 右 又 は 左 ク リッ ク を 2 上 度 連 
続 し て 行なう 事 で す 。 

@ [ 左 ク リッ ク ] に は 選択 や 決定 と いう 役目 が あり , 
[ 右 ク リッ ク 」 に は 解除 や 拒否 な どの 役目 が あり 
二 


一 取り 扱い 説明 書 に 出 て くる 「 ク リッ ク す る | と 
-「 左 クリ ッ ク 」| を 指し て いま す 。 


口 た だ し 数 値 に 関す る 「 ク リッ ク 」 で は , 「 左 クリ 
ッ ク 」 て 数 値 が 増え , 「 右 クリ ッ ク 」 て 減る 事 を 
意味 し て いま す 。 


* 左 利き の 方 は 。 あら か じ め 「 左 利き の 方 の た め に 」 (77P) を ご 参 























カー ソル ヵ 計 多 計 


レズ 





早 下 さい 。 
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で ピピ の 


品 席 財 


玉 



















補 絵 を 書い て み ま し ょ う (初級 者 編 ) 
で は , 実際 に 絵 を 書く た め に 必要 な 基本 的 操作 を , 順 を 追っ て 説明 し まし ょ う 。 


字 起 動 方 法 


| SS、 
圏 まず , [グラ フサ ウル ス ver2.0] の シス テム デ “ | | 


ィ ス ク の プロ テク トノ ッ チ (※ 図 1) が 書き 込 
み 不 可 に な っ て いる か を 確認 し まし ょ う 。 








書き 込み 不可 | 
較 マ ウス を MSX に つない で 下さ い -。 OO'5' 7 


国 次 に , ユー ザー ディ スク が ある か 確認 し . MSX の 電源 を 入れ て 下る い 。 この 時 ディ スク を 入 
れ だ まま 電源 を 入れ る と, デー タ を 壊す 原因 となり ます 。 


圏 人 ドラ イブ に シス テム ディ スク を 入れ MISX を リセ モット し て 下さ い 。 内 臓 ソ フト の ある MSX 
の 場合 は 切 に する か , DEL KEY を 押し な が ら リ セッ ト し て 下さ い 。 






圏 し ば らく する と タイ トル 画面 が 現れ ます 。 
(※ 図 2 ) 














この 時 , マウ ス な ら 左 ボタ ン を クリ ッ ク (又は 
SPACE KEY), カー ソル (ジョ イフ バッド ) の 
場合 は グラ フキ ー (又は B ボタ ン ) を 押し , ポ 
イン ティ ング ディ バイ ス (※ 注 1) を 決定 し て 
下さ きい 。 


















電 
J 
半 


※ 注 1 :[ ポ イン ティ ング ディ バイ ス ] : マウ ス ・ ジ 









較 す る と 3 匹 (実は 4 匹 ) の 恐竜 の メニ ュー ウィ ンド ウツ が 現れ ます の で , 練習 に 適し た スク リ 
ー ン 7 を 選択 ウィ ンド ツウ (※ 図 3) か ら 選 び , 左 ク リッ ク し ます 。 

* こ こ で は あく まで 練習 用 し し て スク リー ン 7 の モー ド を 指定 する よう 記載 し て いま す 。 す で 
に グラ フサ ウル ス の 機能 を ある 程度 使い こなせ る 方 や , も し 他 に 使用 し た い モ ー ド の ある 場 
合 は を その スク リー ン モ ー ド を 指定 し まし ょ う )。 








一 これ で グラ フィ ッ ク モ ー ド に 入れ だ た はず で す 。 









(※ 図 3) に 示し て ある 恐竜 た ち が , 各 ス クリ ー ン モー ド に いく 時 に それ ぞ れ 動き ます 。 
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圏 こ こ で は , ペン ウィ ンド ツウ, カラ ー ボ ックス と いう 2 つの 機能 が 始め か ら 6 開い て いま す 。 こ 
の 2 つの 機能 が 操作 の 基本 となり ま す の で , らく が き 気 分 で 実際 に や っ て み ま し ょ う 。 


描く ( 線 を 描く ) 


圏 ま ず カ ラー ボッ クス 左下 に , 現在 所 持 し て いる 色 が 表示 され て いま す (※18) 

還 圧 クリ ッ ク し な が ら カ ー ツ ル ( | ) を 移動 き 
せる と , 現在 所 持 し て いる 色 で 実線 で 描き ます 。 
何 か 描 いて 見 まし ょ う 。 





字 色 を 持ち 替え る 

較 次 に .。 カラ ー ボ ックス 内 の 違う 色 に カー ソル を 
合わ せ て 左 クリ ッ ク (選択 ) し , また 何 か 描い 内 
て み ま し ょ う 。 今度 は その 色 で 描い て いる は ず 現在 所 持 し て いる 色 
で すず 。 

字 色 を 拾う 


圏 画面 上 に ある 違う 色 に カー ソル を 合わ せ て , 右 ク リッ ク す る と , その 色 で 描け る 様 に な り ま 
す 。 現在 所 持 し て いる 色 を 確認 し な が ら , 実際 に や っ て み ま し ょ う 。 


左 以 上 の 3 つの 操作 が 「 描 く 」 の 基本 で す 。 


















字 色 を 変え て み ま し ょ う 
圏 カ ラー ボッ クス 内 の 色 を 自分 の 好み の 色 に 変 た て み ま し ょ う 。 
色 の 変え 方 は 2 通り あり ます 。 




















字 何 色 か の 色 を 変え る 


圏 カー シル を ウィ ンド ウ の な い 所 へ 持っ て 行き 、 マ ウス を 動か きず に 右 クリ ッ ク を 2 度 押 し ま 


す 。 


較 す る と メイ ン ウ ィ ン ド ツ ( 図 1) が 表示 る され ます の で , パレ ッ ト の アイ コン を 右 ク ク 


て 下さ きい 。 





田 こ れ で パレ ッ ト の セッ トウ ィ ン ド ウ が 開い た はず で す 。 











要 


いで 洗 代 Y[ ド 
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囚 〇 ビビ 〇 の 〇 の の 〇 ビビ 好 の 


の 〇 ビビ の の の 〇 ロビ 軌 の 


ぃ ww 計 嘩 
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その 色 の パレ ッ ト 番 号 が 反転 し ,。 カ 








男 胡 は 寺 。G が 未 。B は 至 を 計 し , この 3 原色 で 色 が 構成 され ます 。 数値 を 左 ク リッ ク す る 
と その 人 色 味 が 増し , 右 有 リッ ク す る と その 仙 味 が 濾 り ます 。 双 。 パ ー グ ラフ の 適当 な 箇所 を 
左 ク リッ ク す る と , バー グラ フ が その 高き に な り 色 味 が 変化 し ます 。 





還 変 えた い 色 が と りあ え ず な く な っ た 場合 , ウィン ドウ の な い 場 所 で 右 ク リッ ク し , パパ レット 
編集 ウィ ンド ウツ を 抜け て 下さ い 。 


圏 メ イン ウィ ンド ツウ を 抜け た 後 , カラ ー ボ ックス で お 好み の 色 を 指定 し て 描い て み まし ょ う 。 












"1 色 単 位 の 色 味 を 変更 する 


圏 カ ー ソ ルレ ル を カラ ー ボ ックス 内 の 変 を た い 色 に 合わ せ , 右 ク リッ ク し ます 。 





圏 3 つの 数 値 は 左 か 6 R.G.B に 対応 し て お り , 左 ク リッ ク で 色 味 が 増し 、 右 クリ ッ ク で 色 味 
が 減り ます 。 気 に 入っ た 色 に な っ たら , ミニ パレ ッ ト 以 外 の 場所 で 右 ク リッ ク し て 抜け まし 


まう 。 








と 


ぶ ゃ が 滋 民 [ 陸 
〇 ビビ 〇 〇 の ピロ の ロビ ロ の 
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放つ ワ ジ ーー ロロ 





字 色 々 な 機能 を 使っ て み ま し ょ う 。 (ペン ウィ ンド ウ ) 


圏 この ウィ ンド ツウ の 中 に は 12 の 機能 の アイ ュ ユン が 収め られ て いま す 。 
字 ア イコ ン の 働き 
圏 そ れ ぞ れ の アイ コン は , 左 ク リッ ク て 使用 可能 で す 。 ま た 特殊 機能 の アイ コン を 使用 中 の 場 
合 カー ツル ( 了 ) が (|:+ ) と な り ま す 。 下図 を 参考 に , 色々 試し て み ま し ょ う 。 
( 左 ク リッ ク : 決定 , 左 ダ ブル クリ ッ ク : 実行 , 右 クリ ッ ク : 解除 or ウィ ンド ツウ の 閉鎖 ) 


+ 環 一 ペン の 太 き と 実線 か 破線 か を 指定 し ます 。 指 定 を 終 を た ら 6 右 ク リッ ク で 抜け まし ょ う 。 

+ 細 一 現在 所 持 し て いる 色 を , エア プラ シ と し て 使用 し ます 。 解除 は 有 クリ ッ ク で す 。 

副 一 閉鎖 密 間 を , 現在 所 持 し て いる 色 で 塗り つぶ し ます 。 解除 は 右 ク リッ ク で す 。 

WW 品 一 塗り つぶ し た い 範 囲 を 仮想 ライ ン で 囲み , ペイ ント し ます 。 指定 範囲 の ポイ ント ご と 
に 左 クリ ッ ク し , 囲み 終わ っ た ら 仮 想 ラ イン と 重なる 所 で 左 ダ ブル クリ ッ ク し ます 。 

デ 半 線 を 引く : 最初 の 左 ク リッ ク で 始点 を 決定 。 次 の 左 クリ ッ ク で 点 が 決定 し ます 。 

し 一 四角 を 描く : 塗 りつ ぶし か 線 で 描く か を 決定 し , 始点 と 終点 を 決定 し ます 。 

() 一 円 を 描く : 塗り つぶ し か 線 で 描く か を 決定 し , 始点 と 終点 を 決定 し ます 。 

国 一 現在 の 画面 状態 を 一 時 保存 し ます 。 画 面 上 で は 何 も 起 こり ませ ん 。 

( 還 一 四角 の 要領 で ケシ ゴム (F 番 の 色 : 初期 状態 は 白 ) が 使え ます 。 

レ ] 一 1 画 抽 を , 現在 所 持 し て いる 色 で 消去 し ます 。 

電 ) 一 1 つ 前 に 行なっ た 機能 で の 画面 状態 戻し ます 。 機 能 に よっ て は リカ バー 出来 ませ ん 。 

[| 一 1 度 ク リッ ク す る と 「 ペ ン ウ ィ ン ド ウ 」 が 「 ス モー ルル ー ペ | と な り ま す 。 もう 1 度 

クリ ッ ク す る と 「 ス モー ルル ー ペ | に ロッ ク が 掛か り ま す 。 





※ 詳 し い 使用 法 を 知り た い 方 は , [PEN〕 (30P 一 42P) を ご 参照 下さ い 。 












テウ ィ ン ド ウ を 移動 させ て み ま し ょ う 


較 絵 を 描く 時 に ウィ ンド ツウ が 邪魔 な 場合 、 





園 移動 きせ る 事 の で びき る ウィ ンド ツウ は 左 隅 に アイ コン の 絵 の あ る ウィ ンド ツウ で , その アイ コン 
に カー ソル を 合わ せる と 反転 し ます 。 ク リッ ク し て ウィ ンド ツ 枠 を 移動 させ, 
も う 1 度 ク リッ ク し て 下る い 。 


ウィ ンド ウ を 開閉 し て み ま し ょ う 


豆 ウィ ンド ウ を 閉じ る 
圏 ウ ィ ン ド ウ の 外 ,。 又は ウィ ンド ツウ 内 左 に ある アイ コン を 右 ク リッ ク す る 事 で て 、 すべ て の ウィ 
ンド ツウ を 閉じ る 事 が で きま す 。 実際 に や っ て み ま し ょ う 。 


テテ ウィンド ウ を 開く 
較 ダ ブル クリ ッ ク し , メイ ン ウ ィ ン ド ツウ て 使用 し た い 機 能 の アイ コン を クリ ッ ク し て , お 好き 
な 所 で も う 1 度 ク リッ ク し て 下さ い 。 





その ウィ ンド ウ を 移動 きせ た り , 閉じ た りす る 事 が 
で きま す 。 で は まず , ウィ ンド ツウ を 移動 きせ て 見 まし ょ う 。 


移 


さき ダリ 半 る で っ う 


の 刀 〇 ワー 


刀 〇 ワン ー 恨 ロマ ご 〇 ピロ 


+ 民 いて サ 党 半 紀 | 婁 






字 絵 の 1 部 分 を 拡大 し て 直し まし ょ う (レー ベ ウ ィ ン ド ウ ) 





























田 フ リー ライ ン で 描い た 絵 を きら に 細か く 修 正 し た い 時 な ど に は , この ルー ペ ウ ィ ン ド ツウ が と 
て も 役立ち ます 。 る っ そく ルー ペ ウ ィ ン ド ツウ を 開い て み ま し ょ う 。 


圏 カ ー ソ ツル を ウィ ンド ウ の な い 場 所 へ 持っ て 行き ,、 右 を ダブ ルク リッ ク で メイ ン ウ ィ ン ド ツウ を 
出し ,。 ルー ペ の アイ コン を 左 ク リッ ク し まし ょ う 。 


田 す る と 枠 が 表示 され ます の で , 拡大 し て 描き た 
い 部 分 に 合わ せ , も う 1 度 ク リッ ク し まし ょ う 。 
( 他 の ウィ ンド ツウ 8 邪魔 に な ら な い 様 , 端 に 移動 
させ て お きま し ょ う 。) 





田 今 度 は 大 き な 梓 が 表示 され ます 。 別 の 場所 へ 持っ て 行き , も う 1 度 ク リッ ク し て 下さ い 。 








2 倍 に 拡大 きれ て いま す 。 





これ が ルー ペ ウ イィ インド ツウ (下図 ) で す 。 最 初 に 置い た 枠 の 中 が , 



























ルー ペ ウ ィ ン ド ツウ 内 で 描く と , ルー ペ 元 も そ 
様 に 描い て いる は ず で す 。 (レー ペ 内 で 色 を 拾う 
事 も 可能 で す 。) 














田 扱 大 倍率 を 変え た た い 時 は , ズー ム (※s) を 
クリ ッ ク (拡大 )・ 有 有 ク リッ ク ( 縮 少 ) で 変え ミ | 
し ょ う 。 倍 率 は 。 2 ・4・8 倍 で す 。 | ご 忠 昌 
全 
テル ー ペ 元 を ずら す ズー ム 
還 技 大 し て いる 部 分 を 1 ドッ ト 単 位 で ずら す 事 が で きま す 。 ル ー ベ ウィ ンド ツウ 内 の 移動 ター 
ル (※) を クリ ッ ク す る と , る その 方 向 に ずれ る ほす て す 
テル ー ペ 元 を 変え る 
還 拡 大 し た い 部 分 を 変え ただ い 場 合 , ルー ペ 元 の 梓 を 左 ク リッ ク し て , 希望 の 場所 へ と 移動 きせ 





ぐ き 
内 


も う 1 度 ク リッ ク し て 下さ きい 。 ル ー ペ ウィ ンド ウ に 抜 大 きれ て いる 部 分 も , そこ へ 移動 し た 
は ず で す 。 


テル ー ペ ウィ ンド ウ 内 で の 作業 の 途中 で 色 を 変え た く な っ た ら , ミニ パレ ッ ト (12P) て 変え る 
と , 機能 を 抜け ず に 済み ます 


※ ル ー ペ ウィ ンド ウツ ウ 以外 で の 描画 も , フリ ー ラ イン ! 





と 


記 つ ワ ジ ラージ ロロ 〇 ピロ 


マウ と の ビビ ロロ 





字 絵 を 保存 し まし ょ う (SAVE) 


圏 ある 程度 出来 上 が っ た 絵 や , まだ 手直し し た い が 失 敗 す る か も しれ な い , と いっ た 場合 , そ 
の 絵 を 保存 (SAVE) きせ る と 良い で し ょ う 。 


」 あ ら か じ め 用 意 し て ある ユー ザー ディ スク に 保存 し て 下さ い 。 





保存 方 法 (SAVE) 


圏 ダ ブル クリ ッ ク で メイ ン ウ ィ ン ド ウ を 開き ,、 ディ スク モー ド を 選ん で 下さ い 。 





圏 す る と ウィ ンド ツ 枠 が 表示 され ます の で 任意 の 
場所 へ 持っ て 行き , も う 1 度 左 ク リッ ク し て 下 
さい 。 


圏 これ で ディ スク ウィ ンド ウツ が 表示 る され だ は ず で 
す 。 


圏 お 持ち の MSX が 1 ドラ イブ の 場合 シス テム ディ スク を ユー ザー ディ スク に 差し 換え て 下 
い 。2 ドラ イブ で あれ ば A ドラ イブ に シス テム デイ スク を , B ドライブ に ユー ザー ディ ス 
ク を 入れ て お く 〈《 と 良い で し ょ う 。(1 枚 に モー ブ で きる の は SRN で 約 12 枚 で す 。) 





田 [ SAVE| を クリ ッ ク し ます 。 


ドラ イ 「 0 


圏 拡張 子 (※) を 選択 し て 下さ い 。 
[SRN] 1 画面 モ セーブ じ パ レッ ト 有 ) 
O 〇 [LIB] 部 分 セーブ C じ パレ ッ ト は 無 ) 
[PLT] パレ ッ ト の み を セー ブ 
[TIR] タイ ル ャ セー ブ 

[CMP] 圧縮 モ キープ C じ パレ ッ ト 有 ) 
[BSV] LOAD に の み 使 用 





圏 フ ァイル ネー ム を 入力 し まし ょ う 。 

ファ イル ネー ム の 入力 方 法 は 2 通り あり , ウィ 
ンド ウ 内 下 の 英 数 字 (※ 束 ) を クリ ッ ク し て 入 
力 する 方 法 し キー ボー ド か ら 入 力 する 方 法 が あ 
り ま す 。 




















* す で に 存在 する ファ イル ネー ム を 再び 使用 し て セー ブ す る と, その ファ イル ネー ム で セー ブ 


し て あっ た デー タ に 新しい デー タ を 上 書き (前 の デー タ を 消去 し , 新しい デー タ を 保存 する ) 
し て し まい ます 。 び ご 注意 下さ い 。 





田 フ ァイル ネー ム が 決定 し まし た 6, [RT] (リターン ) を クリ ッ ク し , 本 当 に 良けれ ば [OK] 
を クリ ッ ク し て 下 き い 。 又 , 右 ク リッ ク で [RT] を 押す 前 に も どり ます 。 
大 事 な 絵 は に まめ に , そし て 何 枚 か の ユー ザー ディ スク に 保存 し まし ょ う 。 


※[LIB] の 場合 [OK] を クリ ッ ク 後 , ボッ クス (38P) の 要領 で 範囲 指定 し て 下さ い 。 








ロコ の ロビ ピー ロロ 


ビニ ご ご ビ 










字 絵 を 読み 込む (LOAD) 


田 SAVE し た デー タ な ど を , 読み 込み ます 。 


呈 LOAD 方 法 


メイ ン ウ ィ ン ド ツウ を 開き , ディ スク モー ド を 選ん 
で 下 き い 。 


圏 す る と ウィ ンド ツ 枠 が 表示 され ます の で 任意 の 
場所 へ 持っ て 行き , も う 1 度 左 ク リッ ク し て 下さ 8 
。 


圏 これ で デイ スク ウィ ンド ツウ が 表示 され だ は ず で 
9 








ディ スク を ユー ザー ディ スク に 差し 換え て 下 


男 お 持ち の MISX が 1 ドラ イブ の 場合 , システム 
ステ ム デ ィ ス ク を , B ド ライ ブ に ユー ザー ディ ス 


さい 。2 ドラ イブ で あれ ば A ドラ イブ に シ 
ク を 入れ て お く 〈《 と 良い で し ょ う 。 
一 抜 張子 (※ 証 ) を 選択 し て 下さ い 。 
[SRN] 1 画面 ロー ド C パ レット 有 ) 
[LIB] 部 分 ロー ド C パ レッ ト ほ 無 ) 
[PLT] パレ ッ ト の み を ロー ド 
[TIL] タイ ル ロ ー ド 
[CMP] セー ブ の み に 使用 
[BSV] BSAVE 形 式 の ファ イル を ロー ド し 
ます 。MSX の マニ ュ ア ル を 参照 





由 
ュ 
由 


パコ ュー 
生 上 よ に ポスト す 5 


田 [ LOAD] を クリ ッ ク し ます 。 


っ mr 一 





LE Ga 上 9 エ ユ 5 


読み 込む ファ イル を 揚 し まし ょ う 。 
ディ スク アイ コン 下 の ヤ 人 4 (※@8) を も ク リック 
する 事 で , ファ イル を 上 下さ せる 事 が で きま す 。 
読み 込み た い フ ァイル が 見 付か っ た ら そ の ファ 
イル 名 を クリ ッ ク し , 本 当 に 読み 込ん で 良い な 
ら [OK] を も クリック し て 下る い 。 














画 読 み 込 みた い フ ァイル を LOAD で きた は ず で す 。 


※ ロ ー ド に は 特殊 機能 として, OPTION (オプ ショ ン ) を 併用 する 事 が で きま す 。 (69P) 





ビー ニー ロ びび ビ 


cw 回 e き YSN HU こ や 英 寺 

























ここ ま て が , 絵 を 描く て 事 の 基本 で す 。 さ ら に 詳し く 知 り た い 事 や , 使っ て みた だい 機能 な どの 
事柄 は , 以下 を 参考 に し て 下さ い 。 


[ 各 ア イコ ュ ン の 名 称 と 働き ] 
(アイ コン に ょ よって, 左 ク リッ ク と 右 ク リッ ク で は 機能 が 異な り ま す 。) 
曲 」 
宮 デ イス ク ・( 左 ) ディ スク モー ド  ( 右 ) ディ スク オプ ショ ン (69p) 





LOAD・SAVE 等 を 行なう 際 に 使用 し ます 。(17p-20p) 


フウ パレ ッ ト : ( 諾 ) カラ ー ボ ックス  ( 右 ) パレ ッ ト ウ ィ ン ド ウ 
色 を 変え る 際 な ど に 使用 し ます 。(10p, 45p) 


字 ペ ン ・( 左 ) ペン ウィ ンド ツウ ( 右 ) ペン セレ クト 
描画 に 関す る 特殊 機能 を サポ ー ト し ます 。(13p, 30p) 


ル ー ペ ・( 左 ) ルー ペ ウ ィ ン ド ウ 
絵 の 1 部 分 を 抜 大 し て 岳 画 する 機能 。(15p, 54p) 
( 右 ) タイ ルウ ィ ン ド ウ 
タイ ル を 作成 す る 機能 。(67p) 


肖 
8 
人 
内 


憲 文字 フォ ント  : () 文字 フォ ント ウィ ンド ウ 
文字 を 捕 画 機能 。(70p 一 ) 








品 
の 
ふっ 
98 
に 
簿 


字 プ ブリ ント 


m リ エー ス 


ロー テー ショ ン : 


ウ カ ラー チェ ンジ : 


ey コ ビー 


字 拡 大 コピ ー 


字 サ ウル ス 






< ( 庄 ) プリ ント 


プリ ント アツ ウト を 行なう 際 に 使用 。 


・( 左 ) リバ ー ス  ( 右 ) リバ ー ス オプ ショ ン (69p) 


上 下 , 左右 の 反転 が 行なえ ます 。 (62p) 


( 左 ) ロー テー ショ ン 
90" 単位 で の 回 転 が 行 な を ん ます 。(63p, ) 


( 計 》) 久 ラ ー チ ェ ン ダグ 
画面 上 の 色 を , 指定 で 別 の 色 に 変更 し ます 。(64p 一 ) 


・( 左 ) コピ ー ( 右 ) コピ ー・ オ プシ ョ ン 


指定 し た 範囲 を コピ ー (複写 ) し ます 。 (59p) 


・( 諾 ) 拡大 コピ ー ( 話 ) 拡大 コピ ー・ オ プシ ョ ン (61p) 


指定 し た 範囲 を 拡大 , 又は 縮小 コピ ー し ます 。 


・( 圧 ) シス テム 変更 


スモ ー ル ルー ペ の 座標 表示 方 法 の 変更 , マウ ス を 左利き 用 に 
する , スク リー ン モ ー ド の 変更 な ど 。(79p) 


owmre ま INSNU へ や 正 令 





ンー ヨコ の ピロ ダ ロ ピジン 









グラ フサ ウル ス の 新しい 機能 


MSXDOS 
MSXDOS で 立ち 上 が る 様 に な り ま し た 。 これ に より 5 LOAD, SAVE 等 の 安全 性 が 向上 し 
て いま す 。 


字 デ ィ ス クモ ー ド ( 各 モ ー ド 対応 ) 
今回 の ディ スク モー ド で は ウィ ンド ウ 形 式 を 採用 し , また 完全 な キー ボー ドレ ス を 可能 に し 
まし た 。 SAVE 時 に な ける ファ イル ネー ム は ほ . ウィ ンド ツウ 内 の 英 数 字 か ら 入 力 する 方 法 と キ 
ー ボ ー ド か ら の 入力 も 可能 で す 。 


字 文 字 フ ォ ン ト (スク リー ン 5 .7 .8) 


今回 新しく , 文字 フォ ント 機能 を 搭載 し まし た 。 最小 16X16 か ら 6 最大 32X32 ま で , 各 X と Y 
を 1 ドッ ト 単 位 で 可変 が 可能 。 さ ら に 文字 の 太 き や アウ トラ イン , 作 体 , 文字 の 影 な ども 簡 
単に 設定 が 可能 で す 。 

※ た だ し , 漢字 ROM を 内 蔵 し て いる MISX に の み 使 用 可能 で す 。 


















呈 カ ラー パレ ッ ト (スク リー ン 5 . 7 .8 ) 追加 機能 
パン レット 各 個 , 容易 に 変更 する 事 が 可能 に な り ま し だ 。 こ れ に より , ッ 
ッ ト ウ ィ ン ド ウ が 表示 る され て いれ ば , ルー ペ 機能 を ね けず に 色 を 変え る 事 が て きま す 。 





3 


字 シ ステ ム 変 更 ( 各 モ ー ド ) 追加 機能 
スク リー ン モ ー ド を , 立ち 上 げ 直 きず に 変え る 事 が 可能 に な り ま し だ た 。 だ だ し スク リー ン 12 
は , MSX2 十 以降 の 機能 の み で 指定 可能 で す 。 
※ ス クリ ー ン モー ド を 変更 し た 後 の 画面 は クリ ア さ る れ ま す 。 


塾 その他 ( 各 モ ー ド ) 追加 機能 


各 ス クリ ー ン モー ド に 入っ た 時 点 で , パパ レッ ト と ペン ウィ ンド ウ が 表示 る れる 様 に な が り ま し 
7 
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O「GRAPH SAURUSI| は 4 つの モー ド か ら 成 り 立 っ 


キテ ーー 
て いま す 。 


SCREEN 5 


る と 良い と 思い ます 。 叉 , 
同 妊 に 持て る 画面 数 が ほ 4 枚 $ あ る た 
ン や ゲー ム 開 発 に もぉ 向い て いま す 。 


SCREEN フ 


カラ ー は スク リー ン 5 と 同じ 〈 く 16 色 で す が , 縦 512, 横 
212 ド ッ ト と いう 高 解像度 の た め , タイ ル を 駆使 し て 描 
け ば 色 数 は あま り 気 に だ たり ませ ん 。 実 質 256 色 と いう と 
ころ で し ょ うか 。 しかし, タイ ル を 使用 する ほど に 画 
面 が ざら つい た だ 感じ に な り , 水彩 画 の よう な 優し い 感 
じ の 絵 に は 向き ませ ん 。 細 部 に 凝っ た 絵 等 に 使用 する 
と cpO し まう 。 


SCREEN 8 


解像度 こそ を スク リー ン 5 と 同じ で す が , カラ ー が 256 色 
と いう 多 色 モー ド で す 。 グラデーション を 使用 し た リ 
アル な 絵 か ら 童画 まで , 色 数 を いか し て いろ ん な 絵 が 
描け ます 。 し か し 解像度 の 問題 で 細密 描写 に は 向 か な 
で も 直 あ 。 

各色 の ビッ ト 数 等 の 関係 で 完全 な グレ ー が 使 を な い の 
が 変わ っ だ 特徴 と し な っ て いま す 。 


SCREEN 12 


19268 色 の カラ ー が 使え る 通称 「 自 然 画 ]| モー ド で す 。 
解像度 は スク リー ン 5 に 同じ で す 。 自 然 男 と いう くら 
いで すか ら リ アル な 絵 が 得意 で , ビデ オォ 信号 か ら の デ 
ジ タ イ ズ や , スキ ャ ナー 取り 込み の 絵 等 に 力 を 発揮 し 
ます 。 し か し ドッ ト に 色 を 入れ る 度 に 周辺 色 に 影響 が 
( 色 化 け ) 出る た め , グラ デー ショ ン を か け て いく 〈 に は 
いい の で す が , 突然 は っ きり と し た 映像 を 浮き 出さ きせ 
たり , コン トラ スト の 強い 絵 は 苦手 で す 。 

か な り 不 安定 な モー ド な の で , ユー ザー に よっ て も 見 
解 の 別れ る と ころ で し ょ う 。 又 ,」 この モー ド に 限っ て 
は RGB 出力 で 見 る より も ビデ オォ 出 力 の 方 が 綺麗 に 見 
えた ます 。 


@ 以 上 の グラ フィ ッ ク モ ー ド は , 基本 的 に ぼ の モ ー ド で 


描い た グラ フィ ッ ク で あっ て も 読み 出す こと が 可能 で 
す 。 (モー ド の 差 に よっ て , 多少 グラフィック が 壊れ た 
り 色 が 変化 し た りす る こと が あり ます 。) 又 。 ど の モー 
ド の 操作 方 法 $ ほ ぼ 同 じ よ うに 作ら れ て いま す の で " 
戸惑う こと は な いで し ょ う 。 
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BASIC 
OPERATION 






O「GRAPH SAURUS] に 使用 する 入力 機器 の 操作 方 
を 解説 し ます 。 以 下 か ら の 解説 は 「SAURUS]」 コマ ン 
ド で ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス を 左利き 用 に 設定 し た 場 
合 , 左右 の ボタ ン の 役目 が 逆 に な り ま す 。 注意 し て 下 
きい 。 


カー ソル に つい て 

代 @ カ ー ソ ル が 示し て いる 部 分 は 左上 で す 。 

人 通常 は 左 の 形 で , フリ ー ラ イン 以外 の 機能 を 持っ て い 
る 時 に は 右 の 形 に 変化 し て いま す 。 


Ii. 本 


カー ソル を 移動 させ る 
〇 カー ソル を 移動 きせ る と き の 操作 で す 。 
O マ ウス 
移動 させ た い 方 向 に マウ ス を 動か し て 下さ い 。 
O ジ ョ イフ パッ ド 
十字 ボタ ン で 動か し ます 。 
O キ ー ボ ー ド 
カー ソル キー で 動か し ます 。 














信 文 書 中 に は 特に 移動 に 関し て の 表現 は あり ませ ん 。 解 
説 に 在 る コマ ンド 上 や 画面 に カー ツル を 移動 きせ て 下 
に ya 


命令 を 決定 する 
介 命 令 を 与え た り , 描画 を 行う と き の 操 作 で す 。 
5S 紗 入 
自分 か ら 見 て 左側 の ボタ ン を 押し ます 。 
O ジ ョ イ パ ッ ド 
A ボ タン (外側 ) を 押し ます 
O キ ー ボ ー ド 
スペ ー ス キー を 押し ます 。 
@ 文 書 中 で は 「 左 クリ ッ ク ] と いう 表現 で 表 さ る れ ま す 。 


キャ ン セ ル す る 
人 命令 を キャ ン セ モル し た り , 色 を 拾う と き の 操 作 で す 。 
O マ ウス 
自分 か ら 見 て 右側 の ボタ ン を 押し ます 。 
O ジ ョ イフ パッ ド 
B ボ タン (内 側 ) を 押し ます 。 
O キ ー ボ ー ド 
グラ フキ ー を 押し ます 。 
d 文 書 中 で は 「 右 クリ ッ ク 」 と いう 表現 で 表 さ きれ ま す 。 





。 解 〇 ウィ ンド ウ の 操作 方 法 を 解説 し ます 。 ウィンドウ は 大 
て 下 きく 〈 3 種類 に 分 けら れ , それ ぞ れ に 操作 法 が 違い ます 。 


ウィ ンド ウ の 種類 
O メ イン ウィ ンド ツウ 

総 て の ウィ ンド ウ , 命令 等 は この ウィ ンド ウ か ら 始 ま 
りり ま す 。 


堂 





す 。 oO サ ブ ウィ ンド ウ 
ペン , パパ レッ ト , ルー ペ と いっ た ,「 メ イン ウィ ンド ツウ ] 
以外 の 動か せる ウィ ンド ツウ の こと で す 。 

す 。 O セ ッ ト ウィ ンド ツウ 
セッ ティ ング を 行う ウィ ンド ツウ と ,「 メ イン ウィ ンド ツ 」 
「 サ プ ブウ ィ ン ド ウ 」 以 外 の 物 を こう 呼ぶ こと に し ます 。 


ウィ ンド ウ を 開く 

O メ イン ウィ ンド ツウ 

描画 画面 上 で 右 ボ タン を ダブ ルク リッ ク (続け て 2 度 
す 。 クリ ッ ク ) する こと で 開き ます 。 

O サ ブウ ィ ン ド ウ 

「 メ イン ウィ ンド ウ 」 の コマ ンド を 左 ク リッ ク す る こと 

で 開き ます 。 








ウィ ンド ウ を 閉じ る 

O メ イン ウィ ンド ウ 

ウィ ンド ツウ 外 で 右 ク リッ ク し ます 。 
O サ プ ブ ウィンドウ 


ウィ ンド ツウ の アイ ユン の 位置 で 右 クリ 











ッ ク し ます 。 






BASIC 


OPERATION 


W 
I 
N 
D 
O 
W 
ら 






28 










BASIC 
OPERATTON 


ュ ソ 

5 イ 

O 

\ ン 
トド 
ソ 
操 


29 


O モ セット ウ ィ ン ド ウ 
ウィ ンド ツウ 外 で 右 ク リッ ク し ます 。 

セッ ティ ング が 終了 する と , 自動 的 に 閉じ る ウィ ンド 
ウ も あり ます 。 


ウィ ンド ウ の 移動 

O メ イン ウィ ンド ウ 

4] ウィン ド ツ 左端 の 恐竜 の 絵 に カー ソル を あて 左 ク リッ 
グ し ます 。 

| 包 を うす る と ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 され ます の で , 目的 
の 場所 に 持っ て いき , も う 一 度 左 クリ ッ ク す れ ば ウィ 
ンド ツウ が 移動 し ます 。 








O サ ブウ ィ ン ド ウ 

[1] ウィン ドウ の 左端 の アイ コン 上 で マウ ス を 左 ク リッ ク 
し ま 吾 。 

| 及 ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 され ます の で , 目的 の 場所 に 持 
っ て いき , も う 一 度 左 ク リッ ク し ます 。 





セッ トウ ィ ン ド ツウ 
多 動 は 出来 きせ ん 。 ウ ィ ン ド ツウ は 目的 の 場所 で 開い て 
下 き い 。 


(@) O 
~ き れい 


ニーーーーーーーーーーーー-ーーーー 一 
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PEN 


〇 これ は サ プ ブウ ィ ンド ウ で す 。 通常 の 描画 に 必要 な コマ 


も 


ンド が まとめ られ て いま す 。 


nr 


ーー 
画 選 


[4] メ イン ウィ ンド ウ か ら 「 ペ ン 」 アイ コン を 左 ク リッ ク 





し ます 。 


則 


思 ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 され ます の で , 希望 の 場所 に 移 
動 し て も うぅ 一度 左 クリ ッ ク し て 下さ る い 。 





この ウィ ンド ツウ は , 捕 画 中 いつ で も 開い て お く こ と が 
で きま す が , 他 の サ プ ウ ィ ン ド ツ と 重ね て 表示 する こ 
と は 出来 ませ ん 。 ウ ィ ン ド ウ の 移動 し た い 場所 に よっ 
て は , サブ ウィ ンド ツウ 同志 が 重なっ て し まう 場合 が あ 
り , その 場合 に は マウ ス を 左 ク リッ ク し て も , ウィ ン 
ドウ の 移動 は 出来 な に よう に な っ て いま す 。 


) 


〇 使用 する ペン 先 の 太る を 変え ます 。 
偽 こ の モッ トウ ィ ン ド ウツ は, メイン ウィ ンド ウツ の ペン の 
アイ ュ コン を , 右 ク リッ ク す る こと で も 開き ます 。 





[1] ペン ウィ ンド ウ の 「 ペ ン モ セレ クト 」] の アイ コン を 左 ク 


リッ ク し ます 。 
1 王 


2 ペン 編集 モッ トウ ィ ン ド ウツ の , 下 半 分 が ペン 先 で す 。 
希望 の 太 き を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 








3 セッ トウ ィ ン ド ツウ 以外 の 場所 で 右 ク リッ ク す る と, ペペ 
ン 編集 の セッ トウ ィ ン ド ウツ が 消え , ペン 先 が 希 望 の 太 
る に 選択 され まし た 。 




















太い ペン 先 を 選ぶ ほど 描画 が 遅く な り ま す 。 こ れ は 「 ス 
時 に 特に 目立ち ます 。 
ルル ー ペ を 「 ロ ッ ク 」 





価 [ グ ラフ サウ ルス 」 の 立ち 上 げ 時 に は , 一 番 細 か い ペ ン 
先 が 選択 され て いま す 。 


弓 〇 ロビ の の ジロ 


が 浴 人 W 守 N ん 


ロジ ー ロ ロロ の 
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PEN 














〇 自由 な 線 が 描け ます 。「 グ ラフ サウ ルス 」 の 総 て の 機能 
は キャ ン セ ル す る と , この モー ド に な り ま す 。 

寺泊 と 破線 の フリ ー ラ イン が あり ます が , 一 度 選択 す 
る と 変更 する まで その 機能 を 維持 し , 摘 画 の 度 に 選択 
する 必要 が あり ませ ん 。 

人 @ こ の モー ド に 限り , マウ ス の 右 ク リッ ク て 画面 上 の 色 
を 拾う こと が 出来 ます 。 

@⑮ タ イル を 拾う こと は 出来 ませ ん 。 





[4 ペン ウィ ンド ウ で , 「 ペ ン モ レク ト 」 の アイ コン を 左 ク 


リッ ク し ます 。 
1 


[2 ペ ン 編 集 の セ モット ウィン ドウ が 開き ます 。 
[ 有 ウィ ンド ツウ の 中 の 「 実 線 ] か 「 破 線 ] の どちら か を 左 
クリ ッ ク し て 下さ きい 。 左 が 「 実 線 ] 右 が 「 破 線 ] で す 。 








中 モット ウィ ンド ウツ ウ 以外 の 場所 で マウ ス を 右 ク リッ ク し 
ます 。 セ ッ ト ウ ィ ン ド ウツ が 消え て , これ で 「 フ リー ラ 
イン | が 選択 きれ まし た 。 

5 画面 上 で マウ ス を 左 ク リッ ク し な が ら 動 か す と フリ ー 
ライ ン が 描け ます 。 


信 「 グ ラフ サウ ルス 」 の 立ち 上 げ 時 に は , 実線 の フリ ー ラ 
イン が 選択 され た 状態 に な っ て いま す 。 








〇 この 機能 は , 画面 上 で 左 ク リッ ク し て いる 間 ラ ンダ ム 
に 点 を 置い て いき , 疑似 的 に エア ー ブ ラ シ の 様 な 抽 画 
が 行え ます 。 

@ 画 面 上 の 同じ 場所 で 左 ク リッ ク し 続け る と , 最後 に は 

円 の 形 で 塗り 潰さ れ ま す 。 





(ウィ ンド ウ の 中 の 「 エ アー ブラ シ 」 の アイ コン を 左 ク 
リッ ク し て 下さ い 。 こ れ で 「 エ アー ブラ シ 」 が 選択 る 
れ ま し だ 。 


還 


』 





A 

『 
R 

ra 
R 

避 画 面 上 で 左 ク リッ ク し な が ら 動 か し て 下さ い 。 U | 
ら 

H デ 

MM 2 0 6 ー 

商 M Th ブ 


gg ジー ロビ の ロジ ビブ の の 
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深 四 


ン て ご SGY 


mm 


〇 現在 選択 きれ て いる ペン 先 で , 直線 を 引 〈 機 能 で す 。 


イ 1「 コ ネ ク ト ライ ン 」 の アイ コン を 左 ク リッ ク し ます 。 


デ 


[2 直線 を 引き た い 場 所 の , 始点 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 
[ 還 を うす る と , カー ソル と 始点 の 間 に 仮想 ライ ン が 表示 
され ます の で , 今度 は 終点 を 左 ク リッ ク し ます 。 


ーー の 


こつ 


( 相 コ ネ ク ト ライ ン が 描か れ ま す 。 


⑱ マ ウス の 右 ク リッ ク で , 仮想 ライ ン を 表示 中 は ライ ン 
表示 を 止め 、 そう で な けれ ば 「 コ ユ コネクト ライ ン 」| が キ 
ャ ン セ ル さ れ ま す 。 











〇 カー ソル で 指定 し た 場所 の 色 が 連続 し て いる 部 分 を 
現在 持っ て いる 色 で 塗り 潰し ます 。 


[4]「 ペ イン ト 」 の アイ ュ ン を 左 ク リッ ク し ます 


mi 


画 面 上 の 塗り 潰し た い 部 分 で マウ ス を 左 クリ ッ ク し て 
下 き い 。 


IS ペイ ント が 実行 きれ ます 。 


1 ドッ ト で も 境界 が 開い て いる 時 に は , そこ か ら 色 が 
漏 て だ し て し まい ます 。 を そう いう 場合 に は マウ ス の 右 
クリ ッ ク で ペイ ント を 中 断 し , 「 リ カバ ー」 で 今 の ペイ 








所 


、 境 界 を 閉じ て か ら や り 直 


ント の 前 の 状 避 に 
て 下さ い 。 
@⑤ タ イル を 使用 し て ぉ 








@ こ の コマ ンド は 連続 し て ント の 出来 る 状態 を 維持 
し ます 。 フ リー ライ ン を 描く だ ため に は , 「 ペ イン ト 」 を 
キャ ン セ モル し て 下る い 。 マ ウス を 右 ク リッ ク す る 度 に 
1 手順 づつ 戻り ます 。 カ ー ソ ツル が フリ ー ラ イン の も の 


に 変わ っ た だ 6 OK で す 。 


ヨプ ウロ 
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ヨー テロ の の 〇 ビ O の 
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〇 塗り 潰し た い 範 囲 を , ライ ン で 囲ん で ペイ ント し ます 。 


[[ 閉 曲線 ペイ ント 」 の アイ コン を 左 ク リック し ます 。 


違 





[2 除 り 潰し た い 場所 の 一 箇所 で 左 ク リッ ク し , 最初 の ボ 
イン ト を 決定 し ます 。 


[を うす る と , カー ソル と ポイ ント の 間 に 仮想 ライ ン が 
表示 され ま す 。 を その ライ ン て で 塗り 潰し た い 範 囲 の 輪郭 
を , 左 ク リッ ク で ポイ ント を 決定 し な が ら 囲 ん で いっ 
て 下る い 。 


ーーーーーーーーーー・ 


す 


/ K 
デ 
アデ Ns う 
ーe ーー 
4 最後 に , 最初 の ポイ ント か , その ライ ン と 重ね て , マ 


ウス の 左 ボ タン を ダブ ルク リッ ク (素早 く 2 回 押す ) 
し ま 


| 
ーーー“ エニ 


人 指定 出来 る の は 512 ポ イン ト ま で で , これ を 越え る と ポ 
イン ト の 指定 が 出来 な (な り ま す 。 

信 ダ ブル クリ ッ ク す る 時 の 最後 の ポイ ント が , 最初 の ラ 
イン か , ポイ ント と 重なっ て いな い 場 合 , ペイ ント は 
実行 され ませ ん 。 

⑱ キ ャ ン セ キル す る 場合 に は , 最初 の 右 ク リッ ク で 今 指定 
し た ば か り の ポイ ント が , 2 回 目 の 右 クリ ッ ク で 全部 
の ポイ ント が キャ ン セ ル さ れ ま す 。 そし て 3 回目 の 右 
クリ ッ ク で 「 閉 曲線 ] の 機能 が キャ ン セ モル され ます 。 


[ペイ ント が 実行 きれ ます 。 








〇 現在 選択 きれ て いる ペン 先 で , 画面 上 に ボッ クス か 
ボッ クス の 塗り 潰し (ボッ クス フル ) を 描き ます 。 


[ボッ クス | の アイ コン を 左 ク リッ ク し ます 。 


[ 包 を た うす る と セット ウィ ンド ウ が 開き ます の で , その 中 
か ら 「 ボ ックス |」 か 「 ボ ックス フル 」| を 左 ク リッ ク し 


て 下さ きい 。 左 が 「 ボ ックス 」| 右 が 「 ボ ックス フル 」 で 


ぁ 





[8B ボ ックス を 描き だ いと ころ で , 始点 を や 左 ク リッ ク し ま 
す 。 


カー ツル と 始点 の 間 に , 仮想 ライ ン が ボッ クス の 形 に 


表示 きれ まし た 。 


(5 具 望 の 大 きる に な っ た と 


て 下さ い 。 


(@ ボ ックス が 描か れ ま す 





@ て ウス の 右 ク リッ ク て , 


表示 を 止め 、 そ う で な い } 


セル さる れ ま す 。 


ックス を 表示 中 は その 
[ボッ クス | が キャ ン 


〆 〇 C 


へ 壁 ぺ 計 回 
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ビビ O の 内 "の 


〇 現在 選択 きれ て いる ペン 先 で , 画面 上 に 円 か , 由 の 次 
り 潰 し を 描き ます 。 





1[ サ ー ク ル 」 の アイ コン を 左 ク リッ ク し ます 。 


[名 を た うす る と , セット ウィン ドウ が 開き ます の で , その 
中 の 「 サ ー ク ル 」 か 「 サ ー ク ルフ ル 」| を 左 ク リッ ク し 
ます 。 左 が 「 サ ー ク ル 」| 右 が 「 サ ー ク ルフ ル 」 で す 。 





[3 サー クル を 描き た い 場 所 で , 円 の 中 心 の ポイ ント を 左 
クリ ッ ク し ます 。 

[4| カ ー ツ ル と ポイ ント の 間 に , 仮想 サー クル が 表示 され 
に 


(5 只 望 の 大 きる に な っ た と ころ で , も う 一 度 左 ク リッ ク 
し で 下さ ゆい 。 
I6 円 が 描か れ , [4 の 状態 を 維持 し て いま す 。 





氏 マ ウス の 右 ク リッ ク で , 仮想 サー クル を 表示 中 は その 
表示 を 止め 、 そう で な い 場 合 は 「 サ ナー クル | が キャ ン 
セル され ます 。 








| ボッ クス イレ ー ス カー ソル と 始点 の 間 に , 仮想 ライ ン が ボッ クス の 形 に 
〇 画面 上 の 描画 を , パレ ッ ト F 番 (スク リー ン 8, 12 で 表示 され まし た 。 
は 白 ) の ボッ クス フル で 消去 し ます 。 
人 @ つ まり この コマ ンド は , (スク リー ン 8 以外 で は ) 画面 [5 順 望 の 大 きる に な っ ただ ところで, 終点 を 左 ク リッ ク し 
の 地 人 色 を F 番 に し て おけ ば , ケシ ゴム と し て 機能 し ま ます 。 
す 。 し か し 画面 の 地 が 別 の パレ ッ ト の 場合 は , 常時 用 ⑱ マ ウス の 右 ク ク で キャン セル され ます 。 
意 き れ て いる , フ パ レット F 番 の ボッ クス フル で し か あ 
り ま せん 。 スク リー ン イレ ー ス 
「 選 〇 画面 全体 を 、 現在 笠 っ て ト 
[1] ケ シゴ ム の アイ コン を 左 ク リッ ク し ます 。 











0! 


1 画面 消去 の アイ コン を 左 ク ク し だ 時 点 で 実行 きれ 


も ーー 


に 電 





急 ケ シゴ ム を 使い た いと ころ で , 始点 を 左 ク リッ ク し ま 
和 。 


は を の 
キャ ン 





フ 上 
ー」 で 元 の 画面 を 復活 させ て 下さ い 。 








の の 避 


の い 叶 紅 現 


スク リー ン バン ク 
〇 現在 の 画面 状態 を 一 時 保存 し ます 。 





1 バン ク 」 の アイ ュ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 こ れ て 現在 
の 画面 状態 が 一 時 保存 きれ まし た 。 


人 画面 上 で は 何 の 変化 も 起こ り ま せん 。 


四 ⑳[ グ ラフ サウ ルス 」 で は コマ ンド を 選択 す る 度 に , 自動 
の 


の づ 〇 の 婦 


的 に 一 時 保存 を する た め , この コマ ンド を 指定 し て も , 
その 後に 別 の コマ ンド を 選択 し た 場合 に は , その 時 点 
で の 画面 が 再度 保存 きれ て し まい ます 。 
信 キ ャ ン セ エル す る 必要 は あり ませ ん 。 


41 





リ カバ ー 

〇 画面 を , 現在 の 機能 を 指定 する 前 の 状態 に 戻し ます 。 
「 バ ンク 」 で 一 時 保存 きれ た 絵 を 読み 出す こと に も 使用 
され ます 。 


[4 リカ バー」 の アイ コン を 左 ク リッ ク し た と 同時 に , 実 
行 る され ます 。 


⑱ キ ャ ン セ ル す る 必要 は あり ませ ん 。 

この コマ ンド を 実行 する 前 に 他 の コマ ンド を 押し て し 
まう と , その 時 の 画面 状態 が 保存 され て し まい ます 。 
気 を つけ て 下さ る い 。 





旨 








スモ ー ル ルー ペ 
〇 カー ソル の 指し て いる 箇所 を 4 倍 に し て 表示 し , まだ , 
その 座標 も 表示 し ます 。 





@「GRAPH SAURUS] を 立ち 上 げた 状態 に は , 「 ス モ 
ー ル ルー ペ 」 は ロッ ク さ れ て いま す 。 表 示 る せる に は 
[ロッ ク 」 コマ ンド を 左 ろ リッ ク し て 下さ きい 。 

信 座 標 は 。 上 が カー ソル の 位置 , 下 が 「 ボ ックス 」 等 を 
使用 する 場合 の , それ ぞ れ の 辺 の 長き を 表し ます 。 


か な ら カ ー ソ ル を 離す と , 「 ス モー ル 
た め 、 若干 描画 スピ ー ド 
=, 太い ペン 先 を 使用 し て い 
ッ ク コ マン ド を 押し て , ス 


[1[ ロ ッ ク 」 の アイ コン を 左 
カー ソル を ウィ ンド ツウ か ら 仙 
に 変化 し な けれ ば 


四 G 〇 ロ ビビ p 選 の 


但 「 ス モー ルル ー ペ 」 表示 を 止め る に 
- う 一 度 左 ク リッ ク し ま 3 
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〇 パレ ッ ト ウ ィ ン ド ツウ を 開き ます 


[ll メイ ンタ ウィ ンド ツウ か ら , | レ パ レ ッ ト 」 の アイ コン を 左 ク 





リッ ク し ます 。 
⑯⑮ こ の ウィ ンド ツウ は , 描画 中 いつ で も 開い て お く こ と が 
出来 ます 。 し か し , 他 の ウィ ンド ツウ と 重ね て 表示 する 
こと は 出来 ませ ん 。 
[ 思 を うす る と ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 され た は ず で す , そ ウィ ンド ウ の 移動 し た い 場 所 に よっ て は , サブ ウィ ン 
れ を 希望 の 位置 に 移動 きせ て , も う 一 度 左 ク リッ ク し ドウ 同志 が 重なっ て し まう 場合 が あり , その 場合 に は 
て 下さ きい 。 マウ ス を 左 ク リッ ク し て も , ウィ ンド ツウ の 移動 は 出来 


な いよ うに な っ て いま す 。 


咽 


[ 還 パレット ウ ィ ン ド ウ 」 が 表示 され まし た 。 


の 才 
L 1 ン 
ゃ ツ 
『 ト 
ルト 
D イ 
\ ン 
ド 
ソ 
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カラ ー ボッ クス 
〇 揃 画 に 使用 で きる 色 が 並べ られ て いま す 。 


1 使い た い 色 を 左 ク リッ ク し て 選択 し ます 。 





@ パ レッ ト の 順番 は 左上 か ら 右 に 1 ーF で す 。( ス クリ ー 
ン 5, 7) 
@ ス クリ ー ン 8 の 場合 は , ペ ー ジ 切り 替え で 256 色 が 選択 





〇 の の 内 回 の 
Yz NT 了 


で きま す 。 O 有 
[タイル 表 示 を 消す 場合 に は , も うぅ 一 度 「T」 コマ ンド R 
タイ ル ボッ クス を 押し て 下さ い 。 
〇 摘 画 に 使用 で きる タイ ル が 並べ られ て いま す 。 ⑳ タ イル の 開く スペ ー ス が 無い 場合 に は , タイ ル を 表示 
さる せる こと は 出来 ませ ん 。 別 の 場所 に 移動 し て か ら 実 
[ タ イル が 表示 され て いな い 場 合 に は ,「 エ 」 コ ユマ ンド を 行き せ て 下さ きい 。 


左 ク リッ ク し て タイ ル を 表示 きせ ます 。 
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宮 つ 〇 ご ヴ ロ の ジ ピ ロロ の 名 呈 〇 
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バレ ッ ト ト ラッ ク 

〇 スク リー ン 5, 7 では, 16 色 の パレ ッ ト を 8 トラ ッ ク 
持っ て いて , (同時 に 使用 で きる 色 は 16 色 で す ) 描画 中 
いつ で も 切り 替え を る こと が で きま す 。 

スク リー ン 8 で は , 16 ト ラッ ク 分 の パレ ッ ト を 同時 に 
使用 で きま す 。 


[4[ ト ラッ ク NO.」 を 左 ク リッ ク す る こと で , トラ ッ ク 
番号 が 進み , 右 クリ ッ ク て 戻り ます 。 





⑯ パ レッ トト ラッ ク の 使用 方 と し て は , 画面 に 緑色 の 恐 
竜 を 描い て お いて , 他 の トラ ッ ク に は 恐竜 の 色 の 別 バ 
ー ジ ョ ン を 入れ , トラ ッ ク 切 り 替 え で , 最適 の 色 を 見 
つけ 出す 等 や , 空 の 広がる グラ フィ ッ ク を 描い て お い 
て , 別 の トラ ッ ク に 刻々 と 変化 する 空 の 色 を 入れ , ト 
ラッ ク 切 り 替 を え や, ディ スプ レイ モー ド で フ パ レッ ト ア 
ニメーション を 楽し む 等 が 考え られ ます 。 


選択 カラ ー ボッ クス 
〇 現在 選ば れ て いる カラ ー や , タイ ル が , 表示 る れ ま す 。 


IE 回 


2 
OO 
















選択 カラ ー ボッ クス 

〇 現在 選ば れ て いる カラ ー や , タイ ル が , 表示 され ます 。 
ミニ バ パレット 

信 色 を 1 色 単 位 で 変更 する 事 が で きま す 。 

カラー ボッ クス 内 の 変え た い 色 を 右 ク リッ ク し ます 。 
|2 す る と, ミニ パレ ッ ト が 開き まし た 。 





B 燃 値 は 左 か ら , R( 赤 )・G ( 緑 )・B( 青 ) を 意味 し て い 
ます 。 

4 諾 クリ ッ ク で 数 値 が 上 昇 。 右 クリ ッ ク で 下降 し ます 。 
色 が 決定 し た ら 6, 右 ク リッ ク で 抜け まし ょ う 。 





〇 パレ ッ ト の 色 を 変え た たり, パレット の 順番 を 変更 し た パレ ッ ト ト ラッ ク 


され ます 。 りす る セッ トウ ィ ン ド ウ で す 。 〇 変更 し た い パ レッ ト の トラ ッ ク を 呼び 出し ます 。 
[1 メイ ン ウ ィ ン ド ウ の レレ パレ ッ ト 」 の コマ ンド を 右 ク リ ] 還 E 
| ッ み し ます 。 ロロ ! 


ー 震 














リッ ク で 数 値 が 上 昇 , 右 クリ ッ ク で 下降 し ます 。 O 

[パレ ッ ト ウ ィ ン ド ウ 」 の それ と 同じ で す 。 # フグ \ 

L レビ 

きれ ます 。 F ツ 
[2 レル パレ ッ ト 作 成 の モット ウィン ド ツ が 開き ます 。 + 

し ます E か 

' E 放 同 
D 

Tr 傘 友 

T ジン に 

ャ ジ 

N イ ゴ 

Na D ふ ゝ 
[ 引 キ ャ ン も ル は ウィ ンド ツウ 外 で 左 ク リッ ク し ます 。 0 ーー 
球 し て い W ド 
⑯ こ の ウィ ンド ウ の 表示 中 , 画面 の 岳 画 は 出来 ませ ん 。 
し ます 。 ウ 


ド 
CO 
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の ジー 只 p 選 放 ロビ ロ 


党 杜 @S デ テマ N スス 


〇 パレ ッ ト を 好み の 色 に 変更 し ます 。 Oo 数 値 の 上 
左 ク リッ ク す る と , 数 値 が 上 昇 し , 右 クリ ッ ク で 下 





1 座 更 し た い パ レッ ト を 左 ク リッ ク し , その パレ ッ ト 番 降 し ます 。 
号 を 反転 表示 る せ て 下さ い 。 

[| カラ ー 変 更 ボッ クス 上 で , 希望 の 色 を 作成 し ます 。 そ O バ ー グ ラフ の 位置 
の パレ ッ ト で 描か れ た 画面 上 の すべ て の も の が , 同時 適当 な 箇所 を 左 ク リッ ク す る と , バー グラ フ が を その 
に 変化 し ます 。 高き に な り ま す 。 


[B ル パレ ッ ト の 変更 の し か た に は , 以下 の 3 つの 方 法 が あ 
り ま す 。 
O RGB 表示 の 部 分 
左 ク リッ ク さ れ た も の が 0 に な り ま す 。 








ルク で 下 


が その 





〇 パレ ッ ト の 複写 を 行い ます 。 
@ コ ピー は 同一 の トラ ッ ク 間 で も , 別 の トラ ッ ク 間 で も 
行え ます 。 


[コピ ー| コマ ンド を 左 ク リッ ク し ます 。「COPY」] が 
反転 表示 に な り , [パレ ッ ト コ ピー」 が 選択 され まし た 。 





[コビー 元 の パレ ッ ト を 左 ク リッ ク す る と 。 指定 し た パ 
レッ ト が 白 枠 で 囲ま れ ま す 。 





3 必要 な ら ば [パレット トラ ッ ク 」 で 別 の トラ ッ ク を 表 
示さ せ , コピ ビー 先 を 左 ク リッ ク す る と, コピ ー が 実行 
ま 
し 
て 





れ 、 ユ コビー 元 指定 が 出来 る 状態 を 維 
持 し ます 。 もう一度 右 ク リッ ク す る と , [パレ ッ ト コ ピ 
ー] が キャ ン セ モル され 、「 コ ビー」 の コマ ンド の 反転 表 


示 も 解除 る れ ま す 。 





ぐい 〇 〇 の 品 ロ ビビ で 


ーU 王 マ NY ス > 


50 


の ジロ の 円 B ピ ピロ 
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w 
プ o 


NH サーマ N 


2 
ク 


い 


〇 パレ ッ ト の 交換 を し ます 。 
@ チ ェ ン ジ も コピ ー と 同様 に 同一 トラ ッ ク 間 で も , 別 の 
トラ ッ ク 間 で も 行え ます 。 


[ 利 チ ェ ン ジ 」 コ マン ド を 左 ク リッ ク し ます 。「CHA NGE」 
が 反転 表示 に な り , レレ パレ ッ ト チ ェ ン ジ 」 が 選択 され ま 
も 刻 。 





[2 チェ ンジ 元 の パレ ッ ト を 左 ク リッ ク す る と 。 指定 し た 
パレ ッ ト が 百 梓 で 囲ま れ ま す 。 





IS 必要 な ら ば | レ \ レ ッ ト ト ラッ ク 」 で 別 の トラ ッ ク を 表 
示さ る せ , チェ ンジ 先 を 左 ク リッ ク す る と , パパ レッ トチ 
ェ ン ジ が 実行 きれ , ノ パ レッ ト が 交換 きれ ます 。 

4 唱 続 し て チェ ンジ し た い 場 合 に は , 続け て チェ ンジ 元 
か ら 指 定 し て 下さ い 。 そ う で な けれ ば キャ ン セ ル し ま 
す 。 


@ チ ェ ン ジ も と の 指定 が され た 状態 に は , 右 ク リッ ク で 
それ が キャ ン セ ル さ れ , チェ ンジ 元 指定 が 出来 る 状態 
を 維持 し ます 。 も うぅ 一 度 上 ク リッ ク す る と, | レ パ レ ッ ト 
チェ ンジ | が キャ ン セ ル さ きれ , 「 チ ェ ン ジ 」 の コマ ンド 
の 反転 表示 も 解除 る れ ま す 。 











ク を 表 
ッ ト チ 


ンジ 元 
ルレ しま 


ッ ク で 
る 状態 
レッ ト 


ポン 


〇 パレ ッ ト の トラ ッ ク そ の まま を , 別 の トラ ッ ク に コピ 
ーー し まず 。 


[コピ ー 元 の トラ ッ ク を , | レ パ レ ッ ト ト ラッ ク 」 コ マン ド 
を 使用 し て 表示 させ ます 。 


名 ト 





ラッ クコ ピー」 の コマ ンド を 左 ク リッ ク し ます 。「TR 


COPY」 が 反転 表示 る れ ま し た 。 





「 選 用 志 
6 底 





[コピ ー 先 の トラ ッ ク を , パパ レッ トト ラッ ク を 使用 し て 
表示 きせ ます 。 

[も うぅ 一 度 「 ト ラッ クコ ピー」| コマ ンド を 左 ク リッ ク し 
計 g 

同 ト ラッ クコ ュ ピ ー が 実行 され まし た 。 

け て 「 ト ラッ クコ ユ コピー] を 行い た い 場 合 は , コピ ー 


元 の トラ ッ ク か ら 指 定 し な お し て 下る い 。 


@ キ ャ ン セ ル は , マウ ス の 右 クリ ッ ク を し ます 。「TR COPY」 


の 


ノレ 


反転 表示 が 解 か れ , 「 ト ラッ クコ ユ コピー」 が キャ ン セ 
きれ まし た 。 





で 〇 〇 の 央 の 〇 ご の 


ーママ UN W 王 
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記 つ ワ 有 ラー ロロ 〇 ピロ 


NG 
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〇 画面 を 反 大 し て , 描画 する 機能 で す 。 


還 











4[ メ イン コマ ンド 」 の ルー ペ を 左 ク リッ ク し ます 。 


| を うす る と ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 る れ ま し た 。 





[8 虎 望 の 場所 に 移動 し て , も ぅ 一 度 左 ク リッ ク し て 下さ 
い 。 ル ー ペ 元 の ボッ クス の 位置 が 決定 され まし た 。 

[4 また 枠 が 表示 され た は ず で す , それ を も うぅ う 一 度 別 の 場 
所 に 移動 し て , 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 ル ー ペ ウィ ン 
ドウ が 表示 きれ まし た 。 





@ キ ャ ン セ モル する 時 は , ウィ ンド ツウ 外 で 左 ク リッ ク し て 
下さ きい 。 

この ウィ ンド ツウ は , ルー ペ 機 能 を 使用 中 いつ で も 開い 
て 置け ます 。 画面 中 どこ に で も 移動 可能 で す が , 他 の 
サブ ウィン ド ツ と 重ね て の 表示 は 出来 まき せん 。 ウ ィ ン 
ドウ の 移動 し た い 場 所 に よっ て は , サブ ウィ ンド ツウ 同 
志 が 重なっ て し まう 場合 が あり , その 場合 に は マウ ス 
を 左 ク リッ ク し て も , ウィ ンド ツウ の 移動 は 出来 な いよ 
うに な っ て いま す 。 











ルレ ー ベ ウィ ンド ツウ 以 外 で の 描画 も ,、 フリ ー ラ イン に 限 [レー べ 元 ボッ クス を 左 ク リッ ク し ます 。 そ うす る と ボ 
5 可能 で す 。 ックス が 持て まし た 。 

代 ル ー ペ の 中 か ら マ ウス 右 ク リッ ク で 色 を 拾う こと が 出 
来 ます 。 

@ ル レー ペ 元 ボッ クス を を 移動 し ます 。 


希望 の 場所 まで 持っ て いき , も うぅ 一 度 左 クリ ッ ク し て 
下さ 8 い 。 
[レー ペ 元 が 変更 きれ まし た 。 


志 つ ワー ロマ OO ビ 


マン へ すみ メー ミ 
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の 〇 ご ワ の ジ ピ ロロ の 回 選 ヨ 〇 


ノレ 


藻 ぇ ー 


ズー ム 
〇 ルー ペ の 拡大 率 を 決め る コマ ンド で す 。 


和 1] ズーム コマ ンド を 左 ク リッ ク す る と, 拡大 率 が 上 が り , 


笑 クリ ッ ク で 下がり ます 。 


ー は 


[ テ 


拡大 率 は , 2 倍 , 4 倍 8 倍 で す 。 


ノバ ー 


〇 ウィ ンド ツウ 内 に , 現在 の 倍率 で 格子 を 表示 し ます 。 


(4 格子 ] コ マン ド を 左 ク リッ ク す る 度 に , 格子 表示 の オォ 
ン , オフ が 切り 変わ り ま す 。 


ェ ー 


拡大 率 2 倍 の 場合 は 格子 を 表示 する こと は 出来 ませ 
ん 。 


スク ロー ル 

〇 ルー ペ ウ ィ ン ド ツウ を , 上 下 左右 に スク ロー ル き させ ます 。 
1 是 在 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる 部 分 より も , 何処 を 
見 た いか が によって, その 方 向 の 矢印 を 左 ク リッ ク し て 
下さ い 。 


@ マ ウス の 左 ク リッ ク を 押し 続け る こと で , 連続 し て ス 
クロ ー ル る せる こと が で きま す 。 








来 ませ 


ます 。 
回 処 を 
ク し て 
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クス て 指定 され た 男 囲 を 、 別 の 場所 に コピ ー す る 


和 1] メイ ン ウ ィ ン ド ウ か ら , コピ ー の アイ ュ ユン を 左 クリ ッ 


ク し ます 。 
導 党 コピ ー が 実行 きれ ます 。 


人 @ キ ャ ン セ モル ( 右 ク リッ ク ) する 度 に , 一 つ 前 の 状態 に 
戻り ます 。 カ ー ソ ツル が フリ ー ラ イン の も の に 変わ っ た 
ら , 機能 が キャ ン モ ル さ きれ ま し た 。 

⑮[ オ プシ ョ ン 」| で 10 種 類 の コピ ー が 可能 で す 。 





I2 ボ ックス の 要領 で ,. コピ ー も と の 始点 と 終点 を それ ぞ 
れ 左 クリ ッ ク し て 下さ い 。 


で の 〇 〇 の 


ひい ヤー (日 





[3 に れ で コピ ー も と の 指定 が 出来 まし た 。 カ ー ソ ツル の 先 
に , 指定 し た 大 きる の 仮想 ボッ クス が 出来 た 筐 で す 。 
[4 それ を 目的 の 場所 まで 移動 きせ 、 も ぅ 一 度 マ ウス を 左 
クリ ッ ク し て 下さ きい 。 
59 











〇 ボッ クス で 指定 され た 範囲 を , 仮想 ボッ クス で 示さ れ 
た 範囲 と チェ ンジ し ます 。 

⑱ こ の 機能 は スク リー ン 12 の み 対 応 で す 。 

[メイ ンタ ィ ン ド ウ の チェ ンジ コピー を 左 ク リッ ク し ま 


EE 
嶋 
態 に 
に (ボッ クス の 要領 で , コピ ー も と の 始点 と 終点 を それ ぞ 


れ 左 クリ ッ ク し て 下る い 。 





[ 引 こ に これ で コピ ー も と の 指定 が 出来 ま し た 。 カー ソル の 先 
に , 指定 し た 大 きき の 仮想 ボッ クス が 出来 だ 答 で す 。 

[ 利 を れ を 目的 の 場所 まで 移動 きせ , も うぅ 一度 マウ ス を 左 
クリ ッ ク し て 下さ きい 。 





【ejl 











場所 の 絵 が 入れ 替わり 


で 〇 〇 の 器 の ぞ と の 〇 の 


2 h 


の 〇 い r て 


ク 
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で の 〇 〇 の 乙 つ ご ロロ テー の テマ 


〇 ボッ クス で 指定 され た 範囲 を , 仮想 ボッ クス で 示さ れ 
た 大 きる と 比率 で コピ ー し ます 。 


[1] メ イン ウィ ンド ツウ の 「 抜 大 コピ ー」 を 左 ク リッ ク し ま 
すら 





[2 ボッ クス の 要領 で て, コピ ー も と の 始点 と 終点 もど それ ぞ 
れ 左 クリ ッ ク し ます 。 こ れ で ユ コピー も と の 指定 が 出来 
し 2755 





4 目的 の 場所 で も う 一 度 , 希望 の 大 きる と 比率 で ボッ ク 
ス を 描き ます 。 始 点 と 終点 を 左 ク リッ ク し て 下 き い 。 
5 諾 望 の 大 きる と 比率 で コピ ー さ れ た 筐 で す 。 





@ キ ャ ン セ ル ( 右 ク リッ ク ) する 度 に , 一 つ 前 の 状態 に 
戻り ます 。 カ ー ソ ツル が フリ ー ラ イン の も の に 変わ っ た 
ら , 機能 が キャ ン も モル され まし た 。 

⑤「 オ プシ ョ ン 」 で , 10 種 類 の ュ ピ ー が 可能 で す 。 











〇 指定 きれ た グラ フィ ッ ク を , 左右 か , 上 下 に 反転 きせ 
ます 。 


メイ ンタ ィ ンド か ら ,「 リ バー ス 」 の アイ コン を 左 ク 
リッ ク し ます 。 


急 を うす る と , 上 下 か 左右 を 選択 する セッ トウ ィ ン ド ウ 
が 表示 され ます 。 


REUER ロ E 


左 が 左右 反転 」 右 が 上 下 反転 で す 。 
[8 夫 望 の 反転 方 向 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 選択 す る と 
同 寺 に セット ウィ ンド ウ が 消え ます 。 


し て 下 き い 。 反転 元 が 決定 きれ , カー ソル の 先 に 仮想 
ボッ クス が 持て た 管 で す 。 





@ 右 クリ ッ ク で キャ ン モ ル る 度 に . 1 手順 づつ 戻り ま 
す 。 カー ツル が フリ ー ラ イン の も 5 の に 変わ れ ば , 「 リ ー 
バー ス | が キャ ン セ モル され まし た 。 

⑳[ オ プシ ョ ン 」| で 10 種 類 の 反転 が 行え ます 。 





で 〇 〇 の の 女 ざ の の 


O 〇 指定 され た グラ フィ ッ ク を ,90 単位 で 回 転 き せま す 。 
[メイ ンタ ウィンドウ か ら 「 ロ ー テ イシ ョ ン 」| の アイ コン 
を 左 ク リッ ク し ます 。 





4 グラ フィ ッ ク が 回 転 し まし た 。 


[ を うす る と, 回 転 度数 の セッ トウ ィ ン ド ツウ が 開き ます 。 l 


希望 の 度数 を 選ん で 左 ク リッ ク し て 下さい 。 セ ッ ト ウ 
ィ ン ド ツウ は 自動 的 に 消 を ます 。 [は 





宮 ご 〇 テロ 〇 只 


ぶ 叶 0% 届 


ml F 日 HE @ 右 クリ ッ ク で キャ ン セ ル す る 度 に , 1 手順 づつ 戻り ま 


1aMY ER9Y 9 す 。 カー ソル が フリ ー ラ イン の も の に 変わ れ ば , [ロー 
テイ ショ ン 」| が キャ ン セ ル さ れ ま し た 。 





180'" ニ グラ フィ ッ ク を 180 度 回 転 き せま す 。 上 下 反 転 し 
て 左右 反転 する 事 と 同じ で す 。 
R90* ニ グラ フィ ッ ク を 右 に 90 度 回 転 き せま す 。 
L90' ニ グラ フィ ッ ク を 左 に 90 度 回 転 き せま す 。 
回 転 も も と の グラ フィ ッ ク を , ボッ クス を 指定 する 要領 
63 で 始点 と 終点 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 





この モー ド に 限り , スク リー ン 5, 7 と 8 と で は 操作 
法 が 若干 変わ り ま す 。 

@ 「S_COLOR」 が 変更 前 の カラ ー で , 「D-COLOR] が 
変更 後 の カ ラー で す 。 つ まり 「S-COLOR」 の 色 を 同じ 
Y 軸 の 位置 に ある 「D-COLOR」 の 色 に カラ ー チ ェ ン 
ジ す る わけ で す 。 
O INI 
「D-COLOR] を イニ シャ ライ ズ し て 「S-COLOR] 
と 同じ に する コマ ンド で す 。 

⑱ カ ラー チェ ンジ 中 も 右 ク リッ ク で キャ ン セ ル で きま す 。 


スク リー ン 5 , 7 の カラ ー チ ェ ン ジ 
〇 同時 16 色 迄 の 指定 る れ た 画面 上 の カラ ー を , 別 の 色 に 
変更 し ます 。 


[ 和 ] メ イン ウィ ンド ツウ から 「 カ ラー チェ ンジ | の アイ コン 
を 左 ク リッ ク し ます 。 





急 を うす る と ,「 カ ラー チェ ンジ 」 の セッ トウ ィ ン ド ツウ が 
開き ます 。 


上 LULLMT ngrm- 





[8 更 する カラ ー を 「S-COLOR」 か ら 選 ん で 左 
し , 「D-COLOR」 の 中 の 変更 する カラ ー を 、 
左 ク リッ ク し て 下る い 。 Ni 
以上 の 操作 を , 必要 な 回 数 だ け 行 


SRCE LUR 
HIHIIHILHITHIIHTIT 


1 人 
"8 


jiSTINRTIH LE 
略 HHITHTITHHI 








軌 の らら ロロ 〇 の 兄 つ 〇 ビ ひ の 〇 


HH サー ツ 対 


2 
ク 


N 


[4 炊 に カラ ー チ ェ ン ジ の 方 法 を 選び ます 。 左 が ボッ クス , 
右 が クロ ー ズ ド 指 定 で す 。 希 望 の 方 法 を 左 ク リッ ク し 
て 反転 表示 させ て 下さ きい 。 











C [8RGB 作成 エリ ア で 今度 は カラ ー チ ェ ン ジ す る 色 を 作成 
り カ し , その 色 を 「D-COLOR] の 任意 の 場所 を 左 ク リッ 
は ーー 避 昔 択 が 終了 し た な ら ば , 「OK」 を 押し て モッ トウ ィ ン ク し て 置き ます 。 
。 グ ドウ を 閉じ ます 。 
C ( 紀 そ れ ぞ れ の 方 式 で カラ ー チ ェ ン ジ の 範囲 を 指定 し て 下 CHIL HE 
H | きい 。( ボ ックス, クロー ズ ド ペイ ント 参照 ) N | 
A 切 カ ラー チェ ンジ が 実行 きれ ます 。 
N 5 
スク リー ン 8 の カラ ー チ ェ ン ジ 
= 〇 スク リー ン 5, 7 の カラ ー チ ェ ン ジ と は 色 の 選び 方 が 
さ 若 十 違 いま す 。 [4 以上 の 操作 を 繰り 返し て 最高 16 色 分 の モッ ト が 作れ ま 
ッ ゲ [4] ス クリ ー ン 5, 7 の カラ ー チ ェ ン ジ と 同じ よう に , セ 
ゝ Y ッ ト ウ ィ ン ド ツウ を 開き ます 。 5 最後 に 変換 方 式 を 左 ク リッ ク し て 反転 表示 きせ て 下 き 
ジ い 。 左 が 「 ボ ックス 」 で 右 が 「 ク ロー ズ ド 」 方 式 で す 。 
[ ウ 話 の 方 に RGB の 作成 エリ ア が あり ます 。 カ ラー チェ よけれ ば 「OK」 を 左 ク リッ ク し て ウィ ンド ツウ を 閉じ ま 
ンジ 元 の 色 を この 中 で 作成 し , 「S-COLOR」 の 任意 の 事 。 


65 場所 を 左 ク リッ ク し て 置き ます 。 














[6 を れ ぞ れ の 方 式 び で カラ ー チ ェ ン ジ の 範囲 指定 を し ます 。 








02 

4 

し ま 

S ⑲⑱ 色 を 指定 する 際 に , 画面 上 か の ら 左 ク リッ ク で 色 を 拾っ 
共 。 て くる こと も 出来 ます 。 


> ま 


田 の ピピ の 史 〇 ビ の の 
サーWS 


2 
ク 


に 


67 


の ローp 記 ビワ 


いぶ 革 深 で 


EDIT 





〇 描画 画面 で 使用 出来 る オリ ジ ナ ル の タイ ル を 作成 し ま 四 タ イル 作成 の ウィ ンド ツ が 表示 きれ ま し た 。 
す 。 


[1] メイ ン ウ ィ ン ド ウ か ら ル ー ペ の アイ コン を 右 ク リッ ク 
し ます 。 





mm | し E 


[ 選 カ ー ソ ル の 先 に ウィ ンド ツウ の 枠 が 表示 され た 管 で す 。 |5 後 は 作成 エリ ア で ルー ペ の 時 と 同じ よう に 描画 し て 下 
[ 引 を の 枠 を 希望 の 場所 まで 移動 きせ , 左 ク リッ ク し て トト きい 。 
きい 。 ⑳ 色 は パレット か ら で も , 作成 エリ ア 上 か ら の 右 ク リッ 


ク で も 拾え ます 。 








国 し て 下 


右 ク リッ 











ゲッ ト 
〇 画面 上 や タイ ル ボ ックス か ら 作 成 エ リア 上 に グラ フイ 
ッ ク を コピ ー す る コマ ンド で す 。 


[ゲッ ト 」 の アイ コン を 左 ク リ ッ ク し ます 。 





[ 鍋 タ イル 作成 ウィ ンド ウ の 左 半分 が タイ ル ボ ックス で す 。 
を の 中 の 一 つ を 左 ク リッ ク し ます 。 
[8 居 ん だ タイ ル が 作成 エリ ア 内 に 表示 され まし た 。 





〇 画面 上 か ら グ ラフ ィ ッ ク が 欲し い 場 合 


1 の 後に カー ソル を ウィ ンド ウ か ら 6 外し ます 。 
[ 包 を うす る と カー ソル の 先 に 小さ な 仮想 ボッ クス が 表示 
され た 管 で す 。 





[を の 枠 を 欲し い グ ラフ ィ ッ ク に 合わ せ て 左 ク リッ ク し 
て 下さ きい 。 





プッ ト 


〇 作成 エリ ア 上 の タイ ル を タイ ル ボ ックス に 戻し ます 。 
[プッ ト 」 の アイ ュ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 





[ 及 タ イル ボッ クス の 置き た い 場 所 を 左 ク リッ ク し ます 。 
画面 上 に 戻す こと は 出来 ませ ん 。 


宮 〇 ご ヨロ の ピロ の ジー 愉 p 局 四 ビ ンジ ロ 
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志 〇 ロ ロロ 〇 
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〇 「 ュ ピー」,「 拡 大 コピ ー」 と 「 リ バー ス コピ ー」 に は , 
オプ ショ ン が 行え を ます 。 こ れ は 機能 を 実行 する 場合 に , 
どう いう 形式 で 行う か と 言う こと を , 予め 決め て お く 
る だ で 

念 形式 は , 以下 の 10 種 類 で す 。 





4] メイ ン ウ ィ ン ド ウ で , 「 コ ピー」「 拡 大 コピ ー」 か 「 反 
転 ] の どれ か を 右 ク リッ ク し ます 。 

Il「 オ プシ ョ ン 」 の モッ トウ ィ ン ド ウ が 開き ます 。 

[8 順 望 の 形式 を 左 ク リッ ク し て , 反転 表示 させ て 下さ い 。 

[4 ウィ ンド ウ 外 で 右 ク リッ ク し て セッ トウ ィ ン ド ウ を 消 
し 請 
これ で オプ ショ ン は 設定 され ま し た 。 


@ 決 め ら れ た オプ ショ ン は , 変更 する まで 変わ り ま せん 。 
信 通 常 使用 する も の で は 無い の で , よく 〈 使 用 する 形式 の 
二 つ だ け を , ここ で は 説明 きせ て も らい ます 。 


IMP NORMAL 通常 の コピ ー を 行い ます 。 
TIMP パレ ッ ト 0 番 を , 無い 物 た と し て コピ ー し ま 
す 。 つ まり コピ ー し た 時 , 0 番 の 2* レ ッ ト で 描か れ だ 
部 分 は , コピー 先 に 描か れ て いた 絵 が 透け て 見 える わ 
け で す 。 
これ を 使用 し て , 音 景 の 上 に キャ ラク ター を 重ね る こ 
と も 出来 ます 。 
信 形 式 の 詳細 は , BASIC の 「 ロ ジ カ ル オ ペレ ーション 
の 項 等 を お 読み 下る い 。 
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徐 


〇 ワラ ー ダ ゴジ OO ロ 


デベ NN) 必 演 


| 
+ 





念 漢字 KOM に 搭載 され て いる 漢字 を , イラ スト と し て 画面 に 打ち 出す 事 が 可能 で す 。 た だ し 
対応 し て いる スク リー ン モ ー ド は 5・7・8 で , 5・8 と 7 で は , ウィ ンド ツウ の 大 きる が 異な 5 
ます 。 


[41] メイ ン ウ ィ ン ド ウ か ら 「 文 字 フ ォ ン ト 」 の アイ コン を 左 ク リッ ク し ます 。 い 


2 する と, 「 文 字 フ ォ ン ト 」 の モッ トウ ィ ン ド ツウ が 開き ます 。 


mFHT FC[M0 還 9$ 剛 較 文 字 を 選ぶ 
SE MY 図 出し た い 文 字 を 下 の 選 択 エ リア か ら 選 び , 表示 
It MD 団 エリ ア に 並べ た 文字 を 画面 に 出す 事 が で きま す 。 
0 % 細 IMC 還 あ 
MM PH 国 選択 方 法 
1A ヤ を 左 クリ ッ ク す る と 選択 エリ ア に 表示 きれ 
て いる 文字 が , 各 上 下 に スク ロー ル し ます 。 














包ま た [えい ] : (英語 ), [ひら 6] : (ひら が な ) [ カ 
ナ ] : (カタ カナ ), な ど を 左 ク リッ ク す る 事 で , 
それ ぞ れ を 素早 〈 選択 で きま す 。 


回 [か ん ] : (漢字 ) を 左 ク リッ ク す る と ひら が な が 選択 待ち に な り ま す の で , 表示 し た い 漢 字 の 
音読 み に あ た る ひら が な を 選択 エリ ア か ら 左 クリ ッ ク し て 下さ る い 。 それ に あたる 漢字 コード 
が 頭 出し に な り ま す 。 



























文字 を 選択 する と, 表示 エリ ア に 選ん だ 文字 が 並ん で いき ます 。 又 , 文字 の 設定 を 論 え る 事 
が で きま す の で , 以下 の ペー ジ (73p 一 76p) を ご 参考 に し て 行なっ て 下さ い 
〇 ウィン ドウ 内 の 簡単 な 説明 


圏 FC: 文字 の 色 圏 ア ウト ライ ン の 色 圏 SC: 影 の 色 
圏 SIZE : 文字 の 大 き さ 
圏 OUT- し : アウ トラ イン 


PT EX 図り 図 
・ 文 字 の 彰 

画 ITALIC: 付 体 文字 串 1[ WU 還 
還 PITCH : 文字 問 WM % ILK 国 


[| PHM 


aw 病 上 


圏 えい : 英 語 圏 ひ ら : ひ ら が な 圏 カ ナ : カタ カナ 圏 か ん : 漢字 
田 BS: バッ クス ペー ス 圏 INS: 挿入 圏 DEL: 削 除 田 OK: 決 定 








交 


デベ 攻 油 
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1 の つ ワ ジー ダ ゴロ ジン ひ ロロ 


_ つ 
ニュ 


電 


る 〇 ワン ラー ヨン ひ ロ 


デベ ホ ) 必 油 


73 







補 文 字 の 大 き さ を 変え る (SIZE) サイ ズ 
借 文 字 の 大 きき (と YY) を 各 1 ド ッ ト 単 位 で , 最小 16x16 一 最大 32X32 ま で 変え る 事 が で き 


さす 3 















較 ぶ スマ の 数 値 を 左 ク リッ ク する と 値 が 増え 。 mwFHIIT FC 上 
右 ク リッ ク で 減り ます 。 SE %2V 了 | 


プ 表 示 エリ ア 内 の 文字 を 左 ク リッ ク す る と バー が 4[ 昌 
移動 し 文字 を 設定 エリ ア に 表示 し ます 。 mM 国 Ti 間 
| PH 較 


一 設 定 し た 大 きき が イメ ー ジ に 合っ て いる か 確認 入川 Os 7 NEL 
し な が ら 作業 を 続け まし ょ う 。 


字 文 字 の 太 さ を 変え る (BOLD) ボー ルド 





文字 の 太 き を (1 一 4 まで ) 変え る 事 が で きま 
する も 














園 BOLD の 横 の 数 値 を 左 ク リッ ク で 値 が 増え , 右 
クリ ッ ク で 減り ます 。 













文字 の 色 を 変え る (FC) フォ ント カラ ー 


圏 文字 の 色 を , 0 F( ス クリ ー ン 8 の 場合 は 0 0 
ーFFE) 番 の 色 の , どの 色 に する か を 決定 し ます 。 


較 FC の 横 の 数 値 を 左 ク リッ ク す る と 値 が 増え , 右 
クリ ッ ク で 減り ます 。 


字 緑 取り を 付け る (OUT-L) アウ トラ イン 


較 文 字 に 縁取 り を 付け る か , 付け な いか を 選択 し 
ます 。 


@OUT-L 横 の 数 値 を シク リッ ク す る と, X が 〇 に な 
り ま す 。 〇 の 場合 が [ON] で , X が [OFF] で 
す 。 


写 緑 取り の 色 を 変え る (OC) アウ トラ イン カラ ー 


田 FC の 場合 と 同様 に 色 を 決定 し て 下さ い 。 





FC の 色 と 同 じ 色 だ と , 文字 が 太く な っ た 様 に 見 
を て し まい ます 。 ご 注意 下さ い 。 




















mW FT FC 0 国 SC 国 
SIE% 図 ! 図 


It[| MD 
時 %[3] IfAL 国 
| Pd 隊 
ぇ ls 疫 賠 限 
り 





記 つ ワ 有 ラーダ ヨン の ロ 


デベ 性 油 区 
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3 


刀 つ ワラー ジ の ロ 


デベ LN 導 油 
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字 文 字 を 斜め に する (ITALIC) イタ リッ ク 


※。 数 値 の 値 が 大 きい 程 , 斜 
鋭く な り ま す 。 数 値 は 0 一 8 まで で 
0 の 時 は 正 書 体 と な り ま す 。 


_ITALIC の 横 の 数 値 を 左 ク リッ ク す る と 増え , 
右 ク リッ ク で 減り ます 。 


字 文 字 の 影 を 付け る (SDW) シャ ドウ 
文字 の 影 を .」X と Y 軸 の 各 1 ド ッ ト 単 位 で ずら す 


事 が で きま す 。X と Y の 数 値 が 0 の 時 は , 文字 
の 影 は 付き ませ ん 。 





SDW 横 の X と Y 軸 の 数 値 を . ク リッ ク し て 変 
更 し て 下る い 。 (0 一 8 まで ) 











シ ャ ドウ の 色 を 変え る (SC) シャ ドウ カラ ー 


田 F じ の 場合 (74p) と 同様 に , 色 を 決定 し て 下 き 
い 。 


FCF|0c[s 還 


SE % 較 ] リ 図 

串 t[o| MD 

0 3] IALK6 国 
WM] PT 較 


グラ ブサ ウルス 痢 発 %1 7 














字 文 字 間 を あけ る (PITCH) ピッ チ 


圏 文字 と 文字 の 間隔 を (0 一 8) ま て 変え る 事 が mm FIIT F/ 回 = 


EX 図 " 図 | 


で きま す 。 数 値 が 大 きい 程 。 文字 間 が あき ます 。 


ェ ー。 ゃ 














PITCH 横 の 数 値 を シク リッ ク し て , 間隔 を 決定 し 
まし まう 。 


宮 文 字 を 打ち 出す 


圏 選択 し た 文字 を スク リー ン に 表示 し た い 場 合 は , 
OK を 左 ク リッ ク し て 〈《 く だ さい 。 





設定 し た 文字 の 大 きる の ボッ クス を , カー ソル 
に 持っ た 状態 し な り ま す 。 カ ー ソ ツル を 移動 させ , 
置き た い 場所 で も う 1 度 左 ク リッ ク し まし ょ う 。 














も し 失敗 し た ら , ペン ウィ ンド ウツ (41p) の リカ 
バー を クリ ッ ク し て や り 直 し まし ょ う 。 











字 そ の 他 


較 BS: バッ クス ペー ス (後退 ) INS: イン サー ト (挿入 ) DEL: デ リー ト (削除) な ど を 左 
クリ ッ ク す る と , バー の 上 の 文字 に 作用 し ます 。 表 示 エ リア 内 を 左 ク リッ ク し て , バー を 移 
動き させ て 設定 し な し まし ょ う 。 








し 


デベ 導 演 
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ヲ ゴン ロロ 


ダ タ 〇 ワ ビジー 


ワ ジ pg ビ ピ ロビ ビ ロ 宏 の 


こみ SSHScw 当 還 軌 


左利き の 方 の た め に 


サウ ルス の 作業 は 主 に , 右 利き の 方 専用 し な っ て いま す 。 し か し 左利き の 方 に も 使い 
(操作 で きる 様 に , マウ ス の 左 ボ タン と 右 ボ タン の 役目 を 交換 で きま す 。 


ジ を すべ て お 読み に な っ て か ら 作 業 を 行なっ て 下さ い 。 


較 ミ 取り 扱い 説明 書 の 5 ペー ジ か ら 6 8 ページ ま で を お 読み に な り , グラ フサ ウル ス を 実際 に 
起動 きせ て くだ さい 。 


圏 ス クリ ー ン モー ド に 入っ た だ たら, マウ ス を 動か る な い 状態 で 右 ボ タン を 2 度 ク リッ ク し て 下る 
い 。 メ イン ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で , サウ ルス の アイ ュ ン に カー ツル ( | ) を 合わ せ 
左 ク リッ ク し ます 。 


圏 する と 「 サ ウル ス 」 の セッ トウ ィ ン ド ウ が 開き ます の で , [SKILLFUL HAND] で [LEFT] 
を 左 ク リッ ク し て 下る い 。 


圏 これ で 右 ク リッ ク が [選択 ・ 決 定 ] を 意味 し , 左 ク リッ ク が | 解除 ・ 拒 否 ] を 意味 する 役目 
と な り ま す 。 た だ し , 取り 扱い 説明 書 に 出 て 来る 左右 の クリ ッ ク の 役目 も 入れ 代り ます の で 
ご 注意 下る い 。 
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有 四 の の 


濁 渦 と XN 
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〇 スモ ー ル ルー ペ の 座標 表示 方 法 の 変更 や , マウ ス を 左 
利き 用 に する 機能 が 入っ て いま す 。 














数 値 表 示 形 式 変更 


1] メ イン ウィ ンド ウ 内 か ら , 「 サ ウル ス 」 の アイ ュ ン を 左 
クリ ッ ク し ます 。 


引 


[ 包 を うす る と 「 サ ウル ス | の セッ トウ ィ ン ド ツ が 開き ま 


ml ロロ 
更 DICHIIUN 
上 MM 是 EX 


守 a 


還 KILLFUL HH 
LEF「 削 


eSCREEH 
>5 旧 812 





回 [INDICATION」 が スモ ー ル ルー ペ の 座標 表示 方 法 を 
10 進 方 表示 か , 16 進 表示 を 選択 する も の で , 希望 の 表 
示 形 式 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 

[4 只 望 の 表示 形式 に な っ た 管 で す 。 


マウ ス 方 式 変更 


[サウ ルス 」 の セット ウィ ンド ウ の 中 の 「SKILLFULL 
HAND] で , LEFT を 左 ク リッ ク し ます 。 


還 SKILLFUL HH 
LEFTI 沿 骨 





[2 マウ ス が 諾 利き 用 に 変わ っ た 筐 で す 。 


⑯⑱ 元 に 戻す に は , も う 一 度 セ ッ ト ウ ィ ン ド ツウ を 開き 
「RIGHT」| を 左 ク リッ ク し て 下る い 。 












〇 MSX を 立ち 上 げ 直 る きず, スク リー ン モ ー ド を 変更 で きる 機能 で す 。 (スク リーン モー ド を 変 
更 し た 後 の 画面 は クリ ア さ る れ て いま す 。 保存 し て お きた い 内 容 の ある 場合 は .、 ちら な か なじめ 
SAVE (17p) し て 下さ い 。 


[4]「 サ ウル ス 」 の モッ トウ ィ ン ド ツウ 内 の 「SCREEN MODE」 で , 行き た い ス クリ ー ン モー 
の ナン バー を 左 ク リッ ク し ます 。 


問 昌 NME 
ァ 5 肖 8 


包 ス クリ ー ン モー ド で いい か を 開い て きま す の で , よろ し けれ ば OK を 左 ク リッ ク し て 下さ い - 


SUKEEN ) 





[ ほ 骨 秒 で , 指定 し た スク リー ン モ ー ド が 立ち 上 が っ た は ず で す 。 
※ た だ し スク リー ン 12 (自然 画 モー ド ) は , MSX2 十 以降 の み で 指定 が 可能 で す 。 
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ヨン ロロ 婦 ロ 


ヽ NM 


デ 


〇 画面 の グラ フィ ッ ク を , プリ ント アウ ト し ます 。 


1 メイ ン ウ ィ ン ド ウ か ら , 「 プ リン ト 」 の アイ ュ ン を 左 ク 
リッ ク し ます 。 


I2「PRINTER」 の 中 か ら , 目的 の プリ ンタ ー を 左 ク リッ 
ク し て 反転 表示 る せま す 。 


日 二 
型 FRINMIER 
EScPO1 


HEP-F1C 

FC-PR8 
得 RELINE PITCH 
15 /4 良 









8 同じ プリ ンタ ー で も 使用 する 紙 の 厚 さ や , 種類 に より 5 
改行 幅 が 微妙 に 違い ます 。 プ リン ト ア ウト し て みて グ 
ラフ ィ ッ ク が お か し い 場 合 は , [RELINE PITCH」 
て 改行 幅 を 変え て みて 下 き い 。 左 ク リッ ク て 数 値 が 上 
明 。 右 ク リッ ク で 下降 し ます 。 初期 値 は , 16/120 で す 。 

[4「OK」 を 左 ク リッ ク し て , プリ ント アウ ト が 始ま り ま 
科 


介 プ リン ト ア ウト され た 絵 に 横 ラ イン が 目立つ よ ょ うなら 
ば , それ を よく 見 て , 絵 が 離れ て いる の か , 重なっ て 
いる の か を 確か め ま す 。 離 れ て いる の な ら 6 ば [RELINE 
PITCH」 の 数 値 を 減ら し , 重ね っ て いる よう な ら ば 数 
値 を 上 げ て , 最適 な 数 値 を 捜し だ し て くだ さい 。 

W 部 転写 式 の プリ ンタ ー の 場合 どん な に 綺麗 に プリ ン 
ト ア ウト し て も ハー ド の 性 質 上 , 多少 の 横 ラ イン は 入 
り ま す 。 

@ プ リン ト ア ウト 中 に キャ ン モ ル す る に は , マウ ス の 右 
ボタ ン を プリ ンタ ー が 止ま る まで 押し 続け て 下さ きい 。 


全 S ey 
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# 愉 の ワ 


マラ SSNSx、 ツ 内 
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アー ジ 


= 












〇 セー プ , ロー ド を 行なう モー ド で す 。 ス クリ ー ン ・ ラ イブ ラリ ー・ パ レッ ト ・ タ イル を 保存 
し だ たり , 読み 込む 事 が で きま す 。 













田 ま だ ただ. モー ド の 違う ファ イル で も 読み 込む 事 が で きま す が , モー ド 差 に よっ て ドッ ト が 崩れ 


た り 色 が 変化 し ます 。 ご 了承 下さ い 。 









※ モ ー ド の 違う ファ イル を 読み込む 場合 , 下図 を ご 参考 に ファ イル を ロー ド し て 下さ い 。 


この 時 の 拡張 子 は [BSV] で す 。 



















ロー ド す る ファ イル v 





SCREEN 5 











SCREEN 7 9 1」@| 人 S 
SCREEN 8 X | 〇 | 〇 O|O 
SCREEN 12 X |」 〇 | 〇 O|O 


























圏 な お 通常 で の ス クリ ー ン の SAVE (保存 ) の 仕方 は (17p) に , LOAD (読み 込み ) の 仕方 
は (19p) に 記載 され て いま す 。 





1 部 分 を 保存 する [LIB] : ライ ブラ リー 


信 画 面 の 1 部 分 だ け を SAVE (保存 ) し ます 。※ だ だ し 


圏 ま ず デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ で [SAVE| を 左 クリ 
ッ ク し , 拡張 子 も を [LIB] に 設定 し て 下さ い 。 


較 フ ァイル ネー ム を 入力 し , [RT] を 左 ク リッ ク 
し て 下さ い 。 


画 本 当 に モー ブ し て いい な ら [OK] を 左 ク リッ ク 
し て 下る い 。 





する と ディ スク ウィン ドウ が 消え を , カー ツル が 
表示 され ます 。 セ ー ブ し た い 部 分 (ボッ クス ) 
の 始点 で 左 ク リッ ク し , カー ソル を 移動 きせ ま 
し ょ う 。 始点 と し カー ツル の 間 に , 仮想 の ボッ ク 
ス が 表示 され ます の で , 希望 の 終点 に な っ た 場 
所 で 左 ク リッ ク し て 下る い 。 セ ー ブ が 実行 され 
ます 。 

※ 途 中 で 右 ク リッ ク す る と ぬけ ます 。 

田 ロ ー ド する 場合 も , 拡張 子 を [LIB] に 設定 し て 
LOAD し て 下 き い 。 モ ー ブ し た 部 分 の 大 きき の 
ボッ クス で 移動 きせ , 任意 の 場所 で 左 ク リッ ク 
し て 下さ い 。 
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〇 4 種類 の デー タ が あ り ます 。 各 デー タ は どの モー ド の 
デー タ で あっ て も 読み 込め ゆま す 。 し か し スク リー ン モ 
ー ド の 差 に よっ て グラ フィ ッ ク が 壊れ た り , 色 が 変化 
し だ めし まず す 。 


スク リー ン 
念 拡張 子 は 以下 の と う り で す 。 
% ク リー ジ '5 SR5 
スク リー ジイ SR7 
スク リー ン 8 SR8 
スク リー ン 12 SRS 
信 ス クリ ー ン 全体 を セー ブ , ロー ド し ます 。 
⑤ ロ ー ド する 場合 は 現在 の 描画 画面 は 総 て 消去 され て し 
まい ます 。 ご 注意 下さ い 。 


ライ ブラ リー 

信 拡 張子 は 以下 の と うり で す 。 
スク リー ン 5 GL5 
スク リー ンジ 7 GL7 
スク リー ン 8 GL8 
スク リー ン 12 GLS 


パレ ッ ト 
傘 拡 張子 は RLT で す 。 
区 グ ザー ジ 5 PL5 
火 グ ザー ツイ PL7 
スク リー ン 8 PLS8 
スク リー ン 12 パレ ッ ト の デー タ は あり ませ ん 。 


タイ ル 
価 拡 張子 は TL で す 。 
スク リー ン 5 TI5 
スク リー ン 7 TI7 
スク リー ン 8 TI8 
スク リー ン 12 タイ ル の デー タ は あり ませ ん 。 





ES や CO dE 


ファ イル を 削除 する 

⑱ フ ァイル を 削除 (DELETE) する こと が で きま す 。※ 
た だ し 。 削除 し た ファ イル を 復活 させ る こと は 不可 能 
で す の で , 〈 く れ で れ も ご 注意 下さ い 。 

[ディ スク ウィ ンド ツウ 内 で [DEL] を 左 ク リッ ク し ます 。 

2 ファ イル の 一 覧 が 表示 され ます 。 削 除 し た い フ ァイル 
を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 又 , 表示 る れ て いな い 場 合 
は , 人 ム ヤ で スク ロー ル さ せま し ょ う 。 

[8 訂 当 に 削除 し て いい か を 聞い て きま す の で , よろ し け 
れ ば [OK] を 左 ク リッ ク し まし ょ う 。 

[4| [Deleted」 と 表示 きれ ます 。 削除 の 終了 で す 。 

まだ 削除 し た い フ ァイル の ある 場合 は , も う 1 度 [DEL] 
を 左 ク リッ ク し て 下る い 。 





ファ イル の 一 覧 を 見 る 

⑱ ユ ー ザ ー デ ィ イス ク 内 の , すべ て の ファ イル ネー ム を 表 
示し ます 。 

1 ディスク ウィ ンド ウ 内 で , [DIR] を 左 ク リッ ク し て 下 
きい 。 

図 フ ァイル の 一 覧 が 表示 され ます 。 表 示し きれ て いな い 
ファ イル は , AV で スク ロー ル る せま し ょ う 。 


圧縮 保存 

〇 グラ フィ ッ ク デ ー タ は 圧縮 を か ける 事 が で きま す 。 

信 圧 縮 を か ける 場合 は , 拡張 子 を [CMP] に し て SAVE 
し て 下さ い 。 (17p を 参照 

LOAD 時 は [SRN] [CMP] の と どちら か の 拡張 子 で も 
LOAD 可能 で す 。 


BSAVE 形式 の ファ イル を 読み 込む 

⑯ グ ラフ サウ ルス 以外 で 搭 か れ た 絵 な ど , BSAVE 形 式 
で SAVE され て いる ファ イル を 読み 込む 事 が で きま す 。 

[1 ディ スク ウィ ンド ウ 内 で LOAD す る 際 , 抜 張子 を [BSV] 
に 設定 し て LOAD し まし ょ 2 う 。 
※ フ パレ ッ ト は LOAD され ませ ん 。 


ディ スク ドラ イブ の 設定 

OSAVE。 LOAD を 行う ドラ イブ を 指定 し ます 。 

圏 1 ドラ イブ の 場合 ドラ イブ 指定 を [A] に し て シス 
テム ディ スク と ユー ザー ディ スク を 差し 換え て 下る い 。 

圏 2 ドラ イブ の 場合 ドラ イブ 指定 を [B] に し て シス 
テム ディ スク を AF ドラ イブ に , ユー ザー ディ スク を B 
ドラ イブ に 入れ て お きま し ょ う 。 


ン ア Oー コ の ンジ ご ピロ の ロ 選 の 
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PROFESSIONAL 





SS 必 ロ ウ の の の 


宮 ス クリ ー ン 12 に つい て 


5 。 し か し 「 色 化け ] が 生じ る た め , 1 枚 の 絵 を 描く に は 大 変 な 努力 を 必要 と し 


國 べ これ に より 多く の 機能 が 使用 不可 能 と な っ て いる だめ, 容易 に は 使い こなせ な いと 思い ま 


ヨ 
》o 


字 他 の モー ド と の 違い 


一 バレット ウィ ンド ウ Y・)・ 氏 で 色 を 作成 し ます 。 同 時 に 1 色 し か 持て ませ ん が , 画面 上 の 


色 を 右 ク リッ ク で 拾う 事 が で きま す 。 


⑱ ペ ン セ レク ト ペン 先 の 太る の 変更 は びき ませ ん 。 


@ ル ー ペ ウィン ドウ 拡大 倍率 は 4 倍 に 固定 で , 格子 は 表示 し ませ ん 。 


一 ス クリ ー ン 12 て 使用 不可 能 な 機能 は 以下 の 通り で す 。 


字 パ レッ ト 編 集 ウ ィ ン ド ウ ・ タ イル エディ ッ ト ・ 反 転 コ ピー・ 回 転 コ ピー 
拡大 縮小 コピ ー・ ペ イン ト ・ ク ロー ズ ド ペイ ント ・ プ リン ト ア ウト 

























字 も っ と 詳し く 知 り た い 人 の た め に 











「 色 化け 」 は XX 軸 ( 横 方 向 ) に 対し 。 4 ドッ ト 単 位 で 作用 し ます 。 こ の た だ ため コピ ー 等 も, 横 束 
は 4 ドッ ト 単 位 で し か 設定 で きま せん 。 





〇 ょ り 正 確 に 描き た い 場 合 , 下書き を スク リー ン 8 で 行ない 通常 セー プ し , これ を スク リー ン 
12 で , [BSV] ロ ー ド する と 良い で し ょ う 。 ま だ た スク リー ン 8 で 描く 際 に , バッ ク グ ラウ ンド 
を 08 番 (R : 4, G: 7, B: 0) の 色 で て 塗りつぶし, 線 の 色 を F8 番 (R: 2.G:0.B: 
0 ) の 色 で 描い た 線画 な 6, 「 色 化け ]」 を 起こ きる ず に ロー ド す る 事 が 可能 で す 。 


また 「 色 化け 」 を 起こ きず に グラ デー ショ ン を か ける 方 法 と し て は , パレ ッ ト の Y の 値 の み 
を 変え て 絵 を 描く 方 法 も あり ます 。 る ら に これ を 4 ドッ ト 単 位 で , 状況 に よっ て 」 と 民 の 値 
を 変え て いく 事 で , より 完成 度 の 高い 作品 を 描く 事 も 可能 で す 。 


但 ど の スク リー ン モ ー ド で も 言え る 事 で す が , ユー ティ イ リティー ディス ク に セー ブ さ る れ て いる 
サン プル デー タ は , た だ 見 る た め だ け で は な く グ ラフ サウ ルス で ロー ド し て , どの 様 に 描か 
れ て いる か を ルー ペ な ど で 和 観察 し て みる 事 を お 勧め し ます 。 


4 


さく OSG ペー ざさ メ パ 
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アロ の 婦 の の 


1 


ビン ジン 〇 の の 加 切 つの 
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も っ と 使い こなし た い 人 の た め に … 







ッ ク 的 な 機能 の 使い 方 や 、 あ まり 知ら れ て いな い 機 能 の 使い 方 を 少し た 














テ タ イル で の 網目 の トー ン を 簡易 に 作成 する 
但 ス クリ ー ン 7 な ど で 色 が 足り な く な っ た 際 は , や む を ぇ え ず タイ ル を 使い まし ょ う 。 

タイ ル 自 体 で 最も 多く 使う の が 綱目 の トー ン で す 。 それ 自体 を 多用 する と 絵 が ザラ ザラ し た 
感じ に な る の で , 使わ ず に 済め ば 良い の で す が … 


圏 まず グラ デー ショ ン 用 に 作成 する 色 を , あら か じ め パ レッ ト 編 集 ウ ツィン ドウ で グラ デー ショ 
ン 順 に 並べ て お 〈 C じ パレ ッ ト 番 号 順 ) と , それ ぞ れ の 中 間 色 を タイ ル と し て 使用 で きま す 。 


信 ま だ , カラ ー チ ェ ン ジ を 使っ て , タイ ル を 作る 事 が で きま す 。 

田 ま ず 絵 に 関係 し な い 部 分 で 以下 の 作業 を 行ない まし ょ う 。 

呈 綱 目 に したい 片 方 の 色 の ある タイ ル を ボッ クス て 塗り つぶ し ます 。(16X16 以 上 ) 

[2 次 に カラ ー チ ェ ン ジ (64p-) で 任意 の タイ ル に な る 様 に 設定 し , 実行 し て 下さ い 。 

回 タイ ルディ ッ ト の ウィ ンド ツウ を 開き , [GET] で 先程 の タイ ル を 拾い [PUT] で タイ ル ボ ッ 


クス 上 に 置き ます 。※ [GET] する 時 , 相互 作用 に よる 影響 (タイ ル 同 士 の ドッ ト ず れ ) を 
起こ る な いた だ ため, 左上 の 1 ドッ ト て 確認 し まし ょ う 。 
















下書き に つい て 


信 あ まり 目立た な い 色 (1 色 ) で 下書き を し て , 実 緑 の 他 の 色 で 搭 : 
の 色 を , カラ ー チ ェ ン ジ に より 消去 し ます 。(F 韻 の 色 に ず る 等 ) 
又 こ れ を 応用 し て タイ ル で あら か じ め 格 子 を 作り . それ で 


AO 





字 カ ラー チェ ンジ で 影 を 付け る 


人 @ 人 物 男 な ど で 色 を 塗る 場合 1 番 明る い 色 で 塗り つぶ し て か ら カ ラー チェ ンジ て 齋 を 付け て 
いく 方 法 が あり ます 。 こ れ は 使う 人 の 感性 に 生ま 作用 
えて 技法 は 掲載 し ませ ん 。 こ こま で 何 か が ひら めい だ 人 は , 色々 だ めし て みろ ま し ょ う 。 


字 機 能 の 使い 合わ せ 

⑱ グ ラフ サウ ルス に は 以下 の 特性 が あり ます 。 

較 例 えば , 円 の 大 きき を 設定 中 に カー ツル で 色 や 線 の 太 き を 変更 し た り ,、 ウィ ンド ウ を 移動 き 
せる 事 が 可能 で す 。 

〇 基本 的 に 仮想 ボッ クス か 仮想 サー クル を 表示 する 機能 を 使用 し て いる 最 中 で の 設定 変更 や , 
ウィ ンド ツウ 移動 が 可能 で す 。 (ウィ ンド ウ 上 の 左 ク リッ ク は 所 持 機能 を 実行 し な い だ め 、 こ の 
様 な 複合 技 が 可能 と な り ま す 。) 


圏 こ れ に は 色々 な 組み 合わ せ が あ り ま す の で , 初期 画面 等 で 色々 試し て み ま し ょ う 。 


革 


ビジ 〇 の の 選 切 ご 〇 婦 で 
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ビジ の 〇 の の 由 軌 〇 婦 ロ 





オプ ショ ン に よる 重ね 合わ せ 


@ 人 物 と 背景 を 別々 に 描い て , 後 か ら 重 ね 合わ せる 方 法 が あり ます 。 た だ し これ は パレ ッ ト が 
同じ 物 を 使用 し て いる 事 が 条件 (スク リー ン 5, 7) で , スク リー ン 12 で は 「[ 色 化け ] に よ 
る 影響 は 避け られ ませ ん 。 


"ディ スク の [OPTION] で [TIMP] に 設定 する 事 に より , パパ レット 0 番 の 色 を 透明 色 と み 
な し ます 。 


圏 まず , バレット 0 番 の 色 (49p を 参照 ) を 使わ ず に 人 物 画 を 描き ます 。 こ の 時 すでに 0 番 の 色 
を 使用 し て いる 場合 カラ ー チ ェ ン ジ (64p を 参照 ) で 他 の 色 番 号 に 変 た て むき まし ょ う 。 も 
し この 時 点 で すべ て の 色 を 使用 し て いる な ら , 最も 使用 し て いな い 色 な ど を 削っ て 下さ い 。 

圏 この 人 物 画 を ライ ブラ リー セー ブ (部 分 モー ブ : 84p を 参照 ) し , マレット も セー ブ し ます 。 

一 次 に 普 景 画 を この パレ ッ ト て 描画 し , スク リー ン セ ー プ (1 画面 セーブ : 17p を 参照 ) し て お 
きま し ょ う 。※ 背 景 画 に は 0 番 の 色 を 使用 し て も か まい ませ ん 。 
背景 画 が 表示 され て いる 状態 び ど メ イン ウィ ンド ツウ を 開き , ディ スク の アイ コン を 右 ク リッ ク 
し て , [OPTION] : (オプ ショ ン ) を 開き ます 。 

圏 ここ で [TIMP] を 左 ク リッ ク し オプ ショ ン を 抜け , 人 物 画 の ファ イル (ライ ブラ リー) を 
ロー ド し て 下さい 。 


圏 X, 人 物 画 と 背景 画 の 描く 順 が 逆 で も 構い ませ ん 。 





他 に も $ ま だ, テク ニッ ク 的 な 物 が ある か も し れ ま せん 。 ヌ ドッ ト の 使い 方 や 画面 の 処理 法 な 
ど を も っ と 詳し く 知 り だ い 場 合 、 ユー テイ ィ リティー ディス ク に モー ブ き され て いる サン プル デ 
ー タ を 「 グ ラフ サウ ルス 」 で 読み 込み , ルー ペ 等 で 観察 し て みる の も 良い で し ょ う 。 
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ユー ティ リティ ー デ ィ ス ク の 使用 法 


圏 ユ ーー テ ィ リ ティ ー に は 「 デ ィ ス プレ イモ ー ド |」 と 「 サ ンプ ル デ ー タ 」 が 入っ て いま す 。 
※ こ の 「 ユ ー テ イィ リティー ディ スク 」 に 入れ られ て いる 「 サ ンプ ル デ ー タ 」 は 新しく 変更 きれ 
て いま す が , 機能 自体 の バー ジョ ン ア ッ プ は 行なっ て いま せん 。 


⑱ デ ィ ス プレ イモ ー ド は 「 グ ラフ サウ ルス 」 で 描い た 絵 と , 「 シ ン モ サウ ルス ver 2 .0」 で 作成 
し た 音楽 を , 指定 に より (表示 十 演 奏 ) を 行ない ます 。 


@BIT: 作 成 に よる 絵 と 音楽 が , サン プル デー タ と し て 入っ て いま す 。「 グ ラフ サウ ルス 」 と 「 シ 
ン セ サウ ルス ver 2.0] 等 で 読み 出す 事 が 可能 で す 。 ま た ディ スプ レイ モー ド で の , (表示 十 
演奏 ) が 可能 で す 。 















字 使 用 法 


圏 シ ステ ム デ イス ク を 起動 きせ る 要領 (7 p) で ,「 ユ ー テ イィ リティー ディ スク 」 を 起動 きせ ミ 
あ 必 。 


圏 タ イト ル 画 面 が 現れ まし だ たら, ポイ ン テ ィ ン グ デ イィ バイ ス を 決定 し て 下さ きい 。 
(マウ ス : 左 ク リッ ク , カー ツル ・ ジ ョ イフ パット : グラ フキ ー, B ボ タン ) 


脅す る と キー ボー ド 画 面 に な っ た は ず で す 。 


宮 サン プル デー タ を ディ スプ レイ (表示 十 演奏 ) 
し て み ま し ょ う 


圏 カ ー ソ ル を [F9] : (Load) に 合わ せ て クリ ッ ク 
し , 次 に [F2] : (OK) を クリ ッ ク し て 下さ い 。 





(グラ フィ ッ ク スピ ー ド サウ ンド ) の ファ イ 
ル が , 画面 右上 に 表示 され ます 。 
[F1] : (RUN) を クリ ッ ク し て 下 き い 。 














較 デ ィ ス プレ イ が 実行 され だ は ず で す 。 


乏 


ー っ こい そこ パ ーー ド 
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mimwime で 


ーー へい こい パート に 3 


9/ 








の 括 い た 絵 と 音楽 な ど や ディ スプ レイ で き , どちら か 片方 が 欠け て いて も 実行 が 可能 で 


す 。.「 サ ウル スラ ンチ 」 シ リー ズ の デー タ が 併用 で きま す 。 た だ し 双方 の デー タ が , 1 枚 
の ディ スク に すべ て SAVE され て いる 事 が 条件 で す 。 


一 ディ スプ レイ させ た だ い 絵 と 音楽 の デー タ を , 1 枚 の ユー ザー ディ スク に まとめ まし ょ う 。 こ 
こ で は 順不同 で か まい ませ ん 。※ 絵 の パレ ッ ト ア ニメーション を 行ない た い 場 合 , あ ら か じ 
め 絵 を SAVE させ る 時 に [| レ パ レ ッ ト ト ラッ ク 」 (48p) で 作成 し て お きま し ょ う 。 又 , 1 曲 の 
長き が 絵 1 枚 の 表示 時 間 と な る た め , 曲 の 無限 シープ が ある 場合 , その 曲 の 次 の ディ スプ レ 
イ を 実行 し ませ ん 。 び ご 注意 下さ い 。 


人 @ 曲 の な い 場 合 の 表示 時 間 は 30 秒 で す 。 


較 ユ ー テ ィ リティー ディス ク を 起動 きせ ます 。 キ ー ボ ー ド 画面 に な り ま し た ら , ディ スプ レー 
し た い ユ ー ザ ー デ ィ ス ク を B ドラ イブ に 入れ る か , A ドラ イブ で 入れ 換え て 下さ い 。 


字 ま ず , 絵 を 表示 する 順番 を 指定 し ます 。[F5] : (Grfc : グラ フィ ッ ク ) を クリ ッ ク し , 次 に 
[F2] : (OK) を クリ ッ ク し まし ょ う 。 
「Hit MSX'S any key」 と 表示 る され ます の で , キー ボー ド の キー を 押し まし ょ う 。 


圏 する と 絵 の デ ゲー タ が 表示 され た は ず で す 。 















圏 表示 し て いき た い 順 に . ファ イル ネー ム を クリ 
ッ ク し て 下る い 。 こ の 時 [F2] : (Next1) を クリ 
ッ ク で 下 に , [F3] : (Back) を クリ ッ ク で 上 に , 
それ ぞ れ スク ロー ル し ます 。 


田 こ こ で は 絵 を 8 枚 ま て 選択 する 事 が 可能 で す 。 
※ 音 楽 の デー タ と の 相互 関係 に より 1 枚 の ディ ス 
ク に 入る 枚数 は 異な り ま す 。 


國 8 枚 す べ て を 選択 する と 「 コ ノ モ ー ド スベ テ ノ 
セッ テイ が ガ が オ ワ リ マシ タ 」 と 表示 きれ ます 
の で , [F1] : (Menu) を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
駐 , 選択 し た い 絵 が 8 枚 に 達せ ず , 途中 で 終え 
た だ たい 場 合 は [F3] : (End) を クリ ッ ク し て 下る 
い 。 


圏 こ れ で 絵 の デ ィ ス プレ ー の 設定 が 終了 し まし た 。 
も し 設定 に 不満 の ある 場合 , (Cler) を クリ ッ ク 
し て 画面 の 指示 に 従い まし ょ う 。 
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ロー ビー ロビ 


rm ロビ ロロ 


ーー へ すそ くさ パー ド 低 






宮 パ レッ ト ア ニメーション を 設定 し まし ょ う 

















圏 パ レッ トト ラッ ク て 作成 し た パレ ッ ト ア ニメーション の スピ ー ド を 設定 で きま す 。 
数 値 は 、00 一 FF まで の 16 進 で 設定 し て 下さ い 。 


一 |F6」: (Ptim: フ パレ ッ ト タ イム ) を クリ ッ ク し , 次 に [F2] : (OK) を クリ ッ ク し て 下さ い 。 


字 「 パ レッ ト アニ メー ショ ン ノ タイ ム ヲ , セッ トシ テク ダサ イ シナ イト キハ 00 デ ス 。」 


と 表示 され ます の で , ファ イル ネー ム を 確認 し な が ら キ ー ボ ー ド 画面 の 英 数 字 で 入力 し まし ょ 
う 。 又 ,」 フ パレ ッ ト ア ニメーション の な いり い 場合 , 数 値 は 00 の まま に し て 下さ きい 。 


圏 設定 が 終わ っ た ら , [F2] : (OK) を クリ ッ ク し て 次 の パレ ッ ト ア ニメーション を 設定 し ま し 
ょ う 。 又 この 時 , [F3] : (BS: バッ クス ペー ス ) て 削除 し た り , [F1] : (Menu) で 初期 画 
面 に 戻っ た りす る 事 も 可能 で す 。 


圏 す べ て が 決定 し た ら Menu に も どり まし ょ う 。 
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字音 楽 を 設定 し まし ょ う 


較 昔 楽 の 曲 順 を 設定 し ます 。[F7] : (Sund : サウ ンド ) を クリ ッ ク し , 次 に 「[F2] : (OK) を 
クリ ッ ク し て 下さ きい 。「Hit MSX'S any key」 と 表示 され ます の で , 何 か が キー を 押し て 下る 


い 。 


較 フ ァイル ネー ム が 左上 に 表示 され ます の で , 演奏 順に 曲 の ファ イル 名 を クリ ッ ク し て いき ま 
し ょ う 。※ 方 法 は , 絵 を 設定 し た 要領 と 同じ で す 。 





に 表示 きれ て いる すべ て の 設定 が , デ ィ ス プレ ー さ れ ま す 。 実 行 し た い 場合 は [F1] : (RUN) 
を クリ ッ ク し まし ょ う 。 











較 も し 設定 し 直し た い 場 合 は (Cler) を クリ ッ ク し て , も う 1 度 や り 直し まし ょ う 。 


江 


ーー ュ リー ド 
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ヨー ビー 


プ ワー ビビ ロロ ピロ 









g BASIC で ロー ド で きる 様 に する 

人 @ | グラ フサ ウル ス 」 で 書い た 絵 (スク リー ン 5 と 7 ) を BASIC で ロー ド す る 際 。 その まま で 
は パパ レット を ロー ド し ませ ん 。 
ユー テイ ィ リティー ディ スク の 中 に , マレット を リン ク す る 事 の で きる プログ ラム が 入っ て い 
ます の で , これ を 活用 し まし ょ う 。 

1IMSX の BASIC を 立ち 上 げ , ユー ティ イ リティー ディ スク を A ドラ イブ に 差込み ます 。 


[2RUN" PLTLNK. BAS と 入力 し , [RETURN] キー を 押し て 下さ い 。 


[ 有 ゲロ グラ ム が 実行 され ます の で ユー ザー ディ スク を 入れ , 指示 に し た が っ て ファ イル ネー ム 
を 入力 し て 下さ る い 。( フ ァイル ネー ム , 拡張 子 ) 


[4 グラ フィ ッ ク が ロー ド さ る れ だ は ず で す 。 こ こ で [SPACE] キー を 押す と , パレ ッ ト を 付け た 
(C パ レット トラ ッ ク 0 番 ) 形 で ディ スク に セー ブ し ます 。 も し 違う ディ スク に セー ブ し た い 場 
合 は , [SPACE] キー を 押す 前 に ユー ザー ディ スク を 差し 換え て 下さ きい 。 


[5 セー プ し た ファ イル は , BASIC で BSA VE 命令 で 読み 出す 事 が で きま す 。 














宮 ス キャ ナー と デジ タイ ザー に つい て 

@MSX 対応 の スキ ャ ナー や ビデ オデ ジ タ イ ザー で 読み 込む 事 が 可能 で す 。 

圏 まず お 手持 ちの スキ ャ ナー や デジ タイ ザー で 取り 込ん だ 絵 を , ユ ー ザ ー デ ィ ス ク に SAVE( エ 
ー ブ の 方 法 は , その ハー ド に 付属 し て いる 取り 扱い 説明 書 を ご 参照 下さ い 。) し ます 。 
この セー グ ブ 時 に , ハー ド に 付属 し て いる ソフト に より 指定 し た スク リー ン モ ー ド を , グラ フ 


サウ ルス の スク リー ン モ ー ド て 指定 し て くだ さい 。 


田 グ ラフ サウ ルス の シス テム ディ スク を 起動 きせ, 任意 の スク リー ン モ ー ド に 入れ ます 。 


弄 デ イス クウ ィ ン ド ウ を 開き 、 撤 張子 (=) を [BSV] ご 
に 指定 し , 先程 の バー ザー ディ スク か ら セ ー ブ 


し た ファ イル を [LOAD] し ます 。(20p を 参照) 


圏 ロ ー ド し た 後に .。 グラ フサ ウル ス で 加工 する 事 
が 可能 で す 。 ス クリ ー ン 12 で 加工 する 場合 は 「 ス 
クリ ー ン 12 に つい て 」 (89p) を あら か じ め ご 参 
照 下 さい 。 


5 
| 
5 
『 
5 
う 
う 
? 





[| に れ か ら ス キャ ナー や ビデ オデ ジ タ イ ザー 等 を お 買い 求め に な る 場合 ハー ド に より 機能 や 
特性 が 異な る 場合 が あり ます 。 よく お 調べ の 上 , 機能 が 使用 目的 に 合っ た 物 を ぉ 選び 下さ い 。 
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こん な 時 は … 


圏 [ お か し いな | と 思っ た ら お 問合せ の ハガキ や お 電話 の 前 に , 次 の 点 を 確認 し まし ょ う 。 


念 内 臓 ア フト が 立ち 上 が っ て し ま 
う 場 合 。 


人 線 が 描け な い 。 


人 @ カ ー ソ ル ( 防 ) が 動か な い 。 


@ カ メー ソル ( |) が 画面 右 下 に 
流れ て いっ て し まう 。 


@ も セー ブ が で き な い 。 


但 デ ィ ス クモ ー ド で LOAD や 
SAVE を し よう と し た 時 に 動作 
し な く な る 。 


内 臓 ツ フト の スイ ッ チ が ある 場合 は 「OFF」] に し , 無い 場 
合 は DEL キー を 押し な が ら 6 立ち 上 げ 直 し て 下さ い 。 


現在 所 持 し て いる 色 が , 描こ うと し て いる 部 分 と 同じ 色 で 
ある か ら (9 p を 参照 )、 又は マウ ス の ボタ ン が きき に くく 
な っ て いま す 。 よ く 確 認 し て み ま し ょ う 。 


マウ ス を 使用 する 時 に , 押す べき ボタ ン を 間違え た 可能 人 性 
が あり ます 。 p を ご 参考 に し て 立ち 上 げ 直 し まし ょ う 。 


ジョ イ バ パッ ト を 使用 する 時 に , 押す べき ボタ ン を 間違え た 
か (7 DD, マウ ス が つなが っ て いな い 可 能 性 が あり ます 。 
よく 確認 し て み ま し ょ う 。 


ユー ザー ディ スク の プロ テク トノ ッ チ が 書込み 不可 (7 p) 
に な っ て いる か , その ディ スク の 容量 が 足り ませ ん 。 確認 
し だ た 上 で , 新しい ユー ザー ディ スク な ど を 用 意 し まし ょ う 。 


1 ドラ イブ の MSX の 時 , ドラ イブ 指定 (18p を 参照 ) が 
A に な っ て いな いと , キー ボー ド 「R」 の 入力 待ち に な り 
ます 。(MSXDOS の 人 為 ) 「R] キー を 押し て 下さ い 。 

















人 @ 文 字 フ ォ ン ト が 使用 で き な い 。 お 手持 ちの MSX に 漢字 ROM が 内 臓 さ れ て いま せん 。 





人 @ 自 然 男 モー ド が 使用 で き な い 。 お 手持 ちの MSX が 2 十 以 降 で は あり ませ ん 。 


倫 マ ウス の 動き が 鈍い 。 マウ ス を 掃除 し て 下さ い 。 


@ グ ラフ サウ ルス が 立ち 上 が ら 6 な お 手持 ちの MSX の ディ スク ドラ イブ か グラ フサ ウル ス の 

い 。 シス テム ディ スク の どちら 6 か が , 正常 に 動作 し て いな い 可 
Eg 性 が あり ます 。 確認 し た 上 で シス テム ディ スク に 異常 の 
ある 場合 は ユー ザー サポ ー ト 依頼 書 で 修理 等 を 依頼 し て 
下さ い 。 
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